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Squalinハ 前 数 同本 誌 上 二登 表 シタル ガ如 ク、

`1⊃辻 本 満 丸 氏登 見 ニ ナルSqualeneq・H・ ・(特殊

ノ油 脂 ノ 不 鹸 化物 ニ シテ 高 度 不 飽 和 炭 化 水 素)

ノ或 ル異 性 禮 ト見 倣 λ 可 キ モ ノナ リ、 即Squ-

alene二 或 ル特 殊 ノ操 作 テ加 へ 生膿 二封 シ生 物

化 學 的 二活 性 ナ ル特 殊 ノ性 能 ラ賦 與 セ シ メ タル

モ ノナ リ。Squalin二 關 スル 詳 細 ナ ル(2,(3}141報

告 ハ毎 同本 誌 上 二連 載 サ レ シ所 ナ ル モ今 其 ノ報

告 ノ概 要 テ極 ク簡 軍 二順 序 トシテ読 述 ス。Squ-

alinラ 結 核罹 患 生盟 二注射 ス ル時 ハ 生膿 内 ノ結

核 菌 ハ攣 異 性 結 核 菌 トナ リテ流 血 中 二出現 シ、

Squalin注 射 後 同 生禮 ヨ リ血液 ラ囁i取 シ、ZF板

寒 天 培 養 ト シ多 クノ・一 雨 日後 ニハ 種 々 ナ ル攣 異

性 菌 トシテ培 養 シ得 ラル ・モ ノナル コ トテ確 定

シタ リ。 而 シ テ斯 ル攣 異 性 菌 テ以 テ補 膿 結 合 性

抗 原 トナ ス時 二最 モ優 秀 ナル結 核 性 的 抗 原 性 テ

現 シ、 更 二現 今 迄 最 モ煩 シ ク思 ハ レタ ル徽 毒 反

慮 トノ鑑 別 二封 シ該 菌 ノ乾 燥 粉 末 ラ使 用 シテ血

清 中 ノ結 核 二封 スル抗 罷iノ 之テ撲 澤 的 二吸 著 シ

得 ル ニ至 リタ ル爲 結 核 抗 膿 ト徽 毒抗 膿 トテ完 全

二分 離 シ得 タ リ。 而 シテ斯 カル術 式 ニ ヨル補 盟

結 合 反 慮 テ鴻 上 氏 ノ・川 上 氏 ト共 二K.K.R(鴻

上、15,川 上 氏 反 慮)ト 構7可 キ 事 テ 公 約 セ ラ レ

タル慮 ナ リ。 即Squalinニ ヨ リ 結 核 生 禮 ヨ リ

獲 得 セ ラ レタ ル或 ル攣 異 但i結核 菌 株 ノ・徽 毒 ト結

核 ノ補 禮 結 合 反 慮 上 由來 先 人 ノ困 惑 セル塵 二封

シテ極 メ テ繹 然 タル光 明 テ齎 シ得 ル契 機 テ醸 成

スル ニ至 レ リ。Squalinハ 結 核 生 罷 内 二於 テ上

記 ノ如 キ結 核 憂 異 性 菌 テ現 出 セ シム可 キ作 用 テ

有 ス ル ト共 二試 験 管 内 二於 テ モ梢 ζ同檬 ノ攣 化

テ惹 起 セ シム ル モ ノナ リ。 種 々 ノ形 式 ニ ヨ リ生

盟 内 二員荷 セ ラ レタルSqualinノ 新 陳 代 謝 及

ソ ノ蓮 命 二關 シテノ・既 二 余 ノ⑥(7)(第一 報 、二

報 、 三 報)本 誌 上 二獲 表 シタル所 ニ シテ、 皮 下 、

筋 肉 内、 腹 腔 内、 及 静 脈 内 一Squalinテ 注 入

スル ヤ直接 血 行 二人 リ、 或 ノ・淋 巴 道 テ介 シテ吸

牧 セ ラ レ胸 管 テ経 テ血 行 二入 ル 、 静 脈 血 中 二達

シ タルSqualinノ ・肺 二迭 ラ レ 大 部 分 ノ・此 ノ所

ノ毛 細 血管 二塞 栓 状 ラ ナ シテ抑 留 嵌 止 シ、 肺 毛

細 血 管 内皮 、 肺 胞 上 皮 等 ノ作 用 ら ヨ リー 部 ハ肺
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胞 内 二楡 迭 排 泄 サ ル、 肺 胞 内排 泄 ナ ル所 見 ノ・比

較i的 多 量 テ注 入 セ ル場 合 二特 二 見 ラルー・部 血 管

壁 テ透 過 セルSqualinノ ・肺 胞 壁 淋 巴間 隙 内 二

人 ル、 弦 二於 テ間 質 ノ増殖 著 明 トナ ル。

肺 二沈 著 セルSqualinノ ・其 ノ分 布 二 特 殊 ナ ル

像 テ示 ろ 二至 ル、 即Anthracose二 於 ケ ル炭 末

ノ分布 ノ如 ク呼 吸蓮 動 二 際 シ比 較 的ruhigナ

・レ塵 ヘ ト移 動 推 移 シテ沈 著 スル 性 ア リ
、 所謂 物

理 的求 心 力 二支配 セ ラ レ血 管 及 氣 管 ノ如 キ部 分

∴集 リ來 ル像 テ示 ス モ ノナ ル事 テ述 ベ タ リ
、 カ

カル 物 理 的 性 質 テ具 有 スル ガ 故 二Squalinハ

結 核 結節 或 ハ結 核 性病 攣 竈 ノ如 キ呼 吸 運 動 二封

シ比 較 的 安静 ナル 可 キ部 分 二向 ツ テ蝟 集 ス可 キ

ハ何 人 モ直 二窺 ヒ知 ラル ・所 ナ リ
、 更 二結 核 病

竈 及 結 核 菌 二 封 シSqualinノ 集 籏 シ 易 キ理 由

ハ其 ノ他 學 的 趨 向 性 ニ ヨル モ ノナ リ ト思 考 セ ラ

ノレo

Squalinテ 實 験 的 海 狽、 家 兎及 白.鼠結 核 二使 用

スル場合 ソ ノ員 荷 方法 ノ如 何 テ問 ハ ズ必 ズ結 核

爽生 二封 シ抑 制 的 二作 用 シ静 脈 内及 氣 道 内注 入

ニ ヨル揚 合 二於 テ ハ結 核 阻 止作 用 ノ完 壁 テ期 セ

ラル可 キ モ ノナ リ。

肺 ノ疾 患 二封 シ肺 ト直 接 ノ交 通 テ有 スル氣 管 道

ヨ リ藥 液 テ注 入 スル事 ハ ソ ノ根 本精 紳 二於 テ甚

グ合理 的 ナ ル方 法 ト云 フ可 シ、 近 年(8}佐 藤 清 一

郎 氏及 ソ ノ門 下 ノ・Lipiodo1ラ 肺 壊 疽 患 者 二氣

道 内 ヨ リ注 入 シ数 アル事 テ述 ベ ラノし。 結 核 二封

シテハ注 入 スル藥 液 二理 想 的 ナ ル モ ノテ得 ラ レ

ズ、此 ノ方 面 ヨ リ ノ結 核 治 療 法 ハ今 ヤ殆 ド不 可

能 ナル モ ノ トナ シ放 棄 サ レタル カ ノ感 ア リ.

Squalinテ 家 兎 二其 ノ氣 道 内 ヨ リ注 入 ス ル ニ注

入1同 量 約3.Oαq以 下 ニ テ ハ何 等 ノ 外 観 的 障 碍

ラ現 サ ズ。

組 織 學 的 二顯 スノ・二肺 胞 内 二到 達 セ ルSqualin

ハ肺 胞 上 皮 ラ界 シテ肺 胞 壁 間 質 内 二微 細 ノ粒 子

トナ リテ 入 ル、 間 質 内"テSqualinノ ・組 織 球

性 細 胞 二含 喰 セ ろ レ或 ハ遊 離 ノ駄 態 二在 リ。 間

質 繊 維 ノナ曾殖 テ來 シ、 肺 胞 内 二在 ル モ ノハ肺 胞

上 皮 二囁 取 サ レー 部 ノ肺 胞 上皮 ノ剥 脱 ラ來 サ シ

ム、 而 シテニ 次 的 二肺 胞 二椴 子 形 上 皮 ノ新 生 ラ

惹 起 セ シメ テ 完 全 ナ ル 治 癒 機 轄 テ 螢 ム。 更 二

Squalinノ ・結 核 家 兎 二封 シテ結 核 病 竈 ノ脂 肪 性

物 質 及 結 核 菌 ト ノ間 ニ ソ ノ化學 的 趨 向性 ニ ヨ リ

及 ビ物 理 的 求 心力 ニ ヨ リ是 等 病 竈 二 向 ヒ輸 逡 セ

ラ レ集 籏 シ來 リ、 此 ノ部 ノ脂 肪 物 質 及 結 核 菌 ト

結 合 シ前 者 二封 シテノ・之 ト化學 的 二結 合 シテ無

毒 ノ物 質 トナ シ、後 者 二封 シテ ノ・ソ ノ外 膜 ラ侵

蝕 融 解 シ之 テ死 滅 セ シメ或 ハ生 盟 二毒 力 テ有 セ

ザ ル攣 異 性 菌 トナ ス モ ノ ト見 倣 サ ル、 更 二今 一

ツ ノ重 大 ナ ル 意 義 アル 事 柄 ハSqualinノ 生 盟

内 二於 ヶル 新 陳 代謝 ガ圭 トシテ組 織 球 性 細 胞 ニ

ヨ リ螢 爲 サル ・ ト云 フー 事 ニ シテ結 核 病 竈 二極

メ テ緊 密 ナ ル關 係 ニ オ カ ル ・該 組 織 球 性 細胞 内

二搬 取 沈 著 シテ直接 結 核 菌 トノ間 二或 ル程 ノ作

用 テ示 スモ ノナ ラ ン ト思 惟 サル。

是 等 ノ關 係 ノ精 密 ナ ル實 験 ハ今 尚緬 行 中 乱 テ組

織 球 性 細 胞 ノ原 形 質 ノ第1次 性 有 形 形 質 トSq-

ualin及 結 核 菌拉 二其 ノ攣 異 性 菌 トノ間 一ノ・甚

ダ興 味 アル 關係 アル ガ如 シ。 彼 ノ脂 肪 染 色 二著

染 サ ル ・庭 ノMitochondriaト 抗 酸i生憂 異 性 菌

トノ鑑 別 ノ・形 態 學 的 ニノ・時 二全 ク不 可 能 ノ事 ア

リ、 斯 ル場 合 ニ ア リテノ・封 照獣 トノ比 較 研 索 ニ

ヨ リテ其 ノー 部 ノ識 別 ラ ナ ス ノ外 ナ ク、 余 等 ハ

動 物 試 験 ニ オ ケル組 織 切 片 上 ノ形 態 的 観 察 二際

シテノ・常 二封 照 獣 ト異 ナル 所 見 ラ示 ス鮎 テ 目標

ト シテ是等 ノ攣 異形 ノ結 核 菌 弓論 ジタル ナ リ。

第一章 肺結核患者二封 シSqualinノ 氣管内注入使用法

注 入術 式 トシテノ・專 ラ聲 門 上注 入 法 二檬 ル 、患

者 テ シテ患 側 テ下 ニ セ ル側 臥位 テ取 ラ シノ5%

ノ「コカ イ ン」水 テ以 テ咽頭 及 喉 頭 上部 デ麻 癖 セ

シム、喉 頭 内 二注 入 シテ麻 痺 セ シムル必 要 ナ ク

輩 二巻 綿 子 テ用 ヒテ簡 軍 二塗 布 スル事 一 ヨ リ充

分 ナ リ。病 竈 ノ部 位 ニ ヨ リ龍 置ハ 其 ノ都 度 適 宜

二案 配 シSqualinノ 流 入 テ 有 敷 ナ ラ シム可 ク

努 ム、其 ノ爲 二適 宜 自由 二廻 轄 スル 皇 ラ使 用 ス

レバ最 モ好 都 合 ナ リ。 咽 喉 ノ局 部 麻 醇 テ了 ヘ タ

ル後 直 二注 入 ニ カ ・アし、 注 入 ニ ハ普 通 ノ喉 頭 注

入 器 ニ テ モ可 ナ ル モ普 通 ノ硝 子 製 ノ注 射 器 ノ尖

端 二喉 頭 注 入器 ノ尖 端 テ取 リ付 ケタ ル モ ノテ使
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用 ス ・レテ 可 トス(「ポ ン プ」一 「ゴ ム」ノ附 著 セノレ

モ ノノ・使 用 二耐 エ ズ)窪ロ注 入器 ノ 尖 テ 聲帯 上 一

把 持 シ聲 借 上 ヨ リ注 入 液 テ滴 下 シ此 ノ際 患 者 二

静 力 ナ ル ロ呼 吸 ラ ナ サ シムル事 ニ ヨ リ容 易 二 目

的 テ達 ス。

1同 注 入 一 使 用 スルSqualinノ 量 ・・5.Ocρ テ

限 度 トシ普 通 一一ノ・3.Oqc-2.Oc£ テ使 用 ス≦衰 弱

甚 シキモ ノニノ・1.Ocαヅ ツ テ 使 用 セ リ、 注 入後

二上 記 ノ量 二於 テノ・何 等 ノ副 作 用 ナ ク咳漱:豊作

ノ如 キノ、毫 モ認 メ ラ レズ。

注 入同 数 トシテノ・大 略1週1回 トシ病 機 ノ状 態

一 ヨ リテ ノ・3日 日毎 或 ノ・10日 日毎 トス.… 般

状 態 佳 良 ニ ナ ル ー從 ヒ漸 次 注 入 間 隔 テ長 ク シ其

ノ病 勢 ノ鎭 静 テ見 ツ ・次 第 三共 ノ間 隔 テ延 長 ス

ル事 宛 モ人 工氣 胸 術 二於 ケル が如 キ式 ニ ヨル。

咳 漱 頻 獲 ノル モ ノ或 ノ・咽 喉 ノ反 射 ノ張 ク シテ上

記 ノ如 キ術 式 ニ ヨ リテノ・到 底 目的 テ達 シ得 ザ ル

モ ノハ 止 ム テ 得 ズ 少 量 ノ「パ ピ ナー ル」或 ノ・「パ

ン トボ ンJノ 注 射 ラ併 用 セ リ.

第 二章Squalin注 入 ニ ヨル治療 成績

絡 撒32人 ノ結 核 患 者 中第 皿期 重 症 患 者25人 、

中 等 症6人 軽 症1人 ニ シテ中 等 症 及 軽 症 患 者 ハ

Squalin数 回 ノ注 入 ニ ョ リ完 全 二平 癒 セ リ。

第 皿期 患 者 中 ノ25人 ハ肺 二 於 ケル 室 洞 テ大 小

二拘 ラズ総 テ ニ於 テv線 ニ ヨ リ認 メ得 ル モ ノニ

シテ、 省 腸 ノ異 状 感 テ 訴 フル モ ノ15名 、 此 ノ

内 明 二腸 結 核 卜陶淀 サ ル ・モ ノ12名 ナ リ、 注

入治 療 後 死 ノ轄 飾 ラ トリ タル モ ノ ・総 数6名 ハ

悉 ク此 ノ中 二含 マ レ是 等 ノ・腸 結 核 拉 喉 頭 結 核 テ

認 メ或 ノ・腸 結 核 二喉 頭 結 核 ラ合 併 シタル モ ノナ

リ。

腸 結 核 テ合 併 シ居 タ リ シ他 ノ6名 中1名 ノ・喉 頭

及 咽 頭 ノ結 核 ラ認 メ咽 頭 後 壁 二生 ジ タル潰 瘍 面

ヨ リ抗 酸 性結.核菌 テ多数 二謹 明 シ得 タル モ ノナ

ル がSqualinノ 注 入 ト共 二全 治 シ肺 及 腸 ノ自

費 的 及 他 箆 的 所 見 モ甚 シク輕 微 トナ リ熱 ノ・全 ク

ZF熱 二固 定 シ軽 快 セ リ、 約1年 牛 テ経 過 セル今

日更 二再 焚 ラ見 ズ。

肺 室 洞 テ形 成 セル 第m期 患 者25名 中Squalin

ノ注 入獄 ケ11一_シ テ.軽快 セル モ ノ12名 其 ノ中

ニ テ4名 ノ・輕 快 退 院 後 約3ケ 年 テ繹 過 シ他 ハ牛

年 ヨ リ1ケ 年 テ経 過 ス退 院 後 ノ沿 息不 明 ノモ ノ

1名 ア リ。

平 癒 ト兄倣 シタ ル12名 ノ、1ケ 年 ヨ リ3ケ 年 以

上 ラ経 過 シ夏 雲再 獲 テ見 ズ、 平 常 ノ努 務 二從 事

シ全 ク健 康 状 態 ヲ維 持 シヅ ・ア リ。 本 試 験 ノ結

果 トシテ ハ未 ダ例 数 少 ク且経 過 期 間 モ少 キ爲 今

後 ノ患 者 ノ経 過 ラ明 カ ニ豫 言 スル テ揮 ル庭 ナ ル

が本 例 二於 テノ・第 皿期 ノ重 症 患 者 ノ多数 二就 テ

行 ヒ而 モ上 表 ノ如 キ實 二驚 異 二値 スル 成績 ラ揚

ゲ 得 タル事 ノ・注 目 ス可 キ黒占ニ シテ 中等 症 或 ノ・輕

症 二癒 用 セ ンニ其 ノ成 績 推 シテ知 ル可 ク、 少数

例 乍 ラ余 ノ場 合 悉 クZF癒 二導 キ タ ル ヲ認 メ タ

リ。 是 等 ノ方 面 二向.ヒテ ノ・今 尚治 療 シ経 過 観 察

中 ニ シテ今 後 ノ報 告 二慷 ル 可 シ。

第1例 ■42歳 舎 混合型肺結 核(晩 期)Sputa

G.X.

現症 ノ起原 患者 ・・生來 胃腸 ノ弱キ ヲ卿 ツ、本症 ノ起

原 ・・1929年 雨側 ノ肺尖 加答児 ト診 定 サ レ・タル ニ始

ル、共 ノ後讐治 二榛 リ甚 シク軽快 シZF常 ノ勢務 二服 シ'

居 レ リ。然 ルニ昭 和8年(1925)二 軽度 ノ感 冒二罹 リタ

ル ニ高 熱容易 二消極 セ ブご、加 フル ニ咳漱 頻獲 ノ:爲安眠

ヲ得 ラ レズ、食思不振盤重 ノ:減少甚 シ。

臨休 的並 二.と線所見 登熟38℃ 一39。C胸 蔀 ノ・打診上

左 前上部 ・・輕濁 ニ シテ呼 吸音 粗烈 ナ リ。左背上部 ・・輕

濁 、抵抗 ヲ感 ズ左側 背部 ・・各所 二於 テ大 、小種 々ノ水

泡音 ヲ聴 取 シ得。

胸部v線 所見:左 腕 ハ全野 二 汎 リ境 界不鮮 明 ナル索

状騎 影 ヲ示 シ所 謂硬化性結核 ノ像 ヲ呈ヌ。特 二左肺尖

部 ヨ リ鎖:骨下窩 二王 ル 騎 影・・1趾ク下野 モ亦 同様 ナル

濃 厚ナル窮影 ヲ示ス ソノ他 ノ部 分 モ大、小種 々ノ騎影

ヲ示 シ鎖骨 下窩 二於 テ葵豆大 ノ圓形 空洞 ヲ形成 ス、右

・・上 野二小 見手拳大 ノ濃厚 ナル 騎 影 ヲ 認 メ右肺 門部

ノ騎 影培 弧塘大 ス。

Squalinノ 注入 患者 ノ・高熱 ノ1爲食慾全 ク消 失 シ咳漱
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・獲 作 甚 シ9qualin5 .0αα ヲ:氣管 道 ヨ リ左 側肺 二注 入

ス。 注 入 後3日 間 禮 温 ・・37。C二 障 リ咳 漱 獲 作 モ少 〃

ナ リ、自働 的 二甚 ダ軽 快 ノ感 ヲ魔 ユ 。

他 量 的所 見 モ甚 ダ軽 微 トナ ル、然 ル ニ数 日後 二 於 テ趨

温 再 ビ上 昇 ジ喀 疾 及 ビ咳 漱 二1'¥シ ム、注 入 後3週 間 ニ

シテ 鬼籍 二人 ル。喀 褒 内抗 酸 性 結 核 菌 ハ驚 ク可 キ攣 異

ヲ示 シSqualin注 入後 約1週 間 ・・種 々ナ ル 攣 性 及 ビ

攣 態 ヲ示 シタ リ。 印Squalinr一 一_入後 ノ喀 庚 ヲ 注 入 前

ノ夫 レ,二比較.ス ル ニ 染 色 性 二 於 テ 抗 酸 性 ヲ 喪 失 セル

モ ノ或 ・・喪 失 ノ途 上 ニ ア ル モ ノ 或 ノ・全 〃Cydnophil

二染 色 サ ル ・モ ノ等 ア リ、形 態 ・・菌1澄膨 隆 シ伸 展 サ レ

或 ・・分 枝 シ、文 武 ・・抗 酸 性 ノ穎 粒 状 トナ リテ 相 菜 園 ス

ル等 ノ像 ヲ呈 シ、喰 細胞 内 二'貧喰 セ ラ レ グル像 モ甚 シ

ク多 数 二 見 ラ ル ・二 至 ル。

第2例 ■21歳 歪 雨 脚1混 奇型 肺 結 核(空 洞

性)SputaG.X。

現 症 ノ起 原 約1年 前 ヨ リ咳 漱 甚 シ 〃 喀 ・1多三内 二喚 く

血液 ノ混 ズル ヲ認 ム、熱 ・・37'8C-37.3Cノ 問 ヲ示-,。

臨 休 的蛇 二v線 所 見 胸 部 ・・右 肺 尖 部 及 ビ 右 前 第2

肋間迄 ・・軽 度 ノ濁 音 ヲ示.ス、左 前上 部 及 ビ右 前 中部 二

大i小 種 々 ノ水 泡 音 ヲ聴 取 ス、 両 側 背部 ・・輕 濁 ニ シテ
●

各所 二種 々 ノ水 泡 音 ヲキ、特 二左 側背 上部 二 於 テ著 明

ナ リ。

上 線 ニ ヨル ニ左 右 南 側 共 二 各 葉 二 粟 粒 性 ノ 播種 性 結

核 ノ暫考影 ヲ示 ス、左 側 二於 ケ ル騎 影待 二高 度 ニ シテ 鎖

骨 下 窩 二於 テ扱 指 頭 大 ノ空洞 形 成 ヲ見 ル。

Squalinノ 」三入Squalin3.Occ.ゾ ツ 経 蔵管 的 二 毎 週

1同 ヅ ツ注 入 ス 、 同時 二 人 工 気 胸 術 ヲ 両 側 二 施 行 ス

Squalin/lt三 入 後 患 者 ・・甚 ダAngenehmニ ナ リ咳 漱

少 〃 シテ喀 疾 ノ喀 出容 易 ナ ル ヲ告 グ、第1回 注入 翌 日

ノ喀 褒 ヲ検 スル ニ 抗 酸 性 結 核 菌 二 特 異 ナ ル 形 態 的 ノ

憂 異 ヲ見 ル、抗 酸 性 ・・一般 二 割 滅 セ ラv長 サ ニ 於 テ 正

常 典 型 的 結 核 菌 ノ2倍 以 上 二 伸 展 サ ル ・モ ノ 多数 ナ

ル ヲ見 ル、抗 酸 性 顧 粒 状 トナ リテ相 凝 團 セル モ ノア リ

Phagocytoseモ 多 数 ナ リ。 数 回 ノ 注 入 ニ ヨ リr1畳 的

虹 他 魔 的 所 見 症 候 驚 ク可 キ減 少 ヲ見 、斯 ル 結 核 型 二野

シテ ・・Squalin注 入 二慷 ル治 ・療的 数 領 ノ 顕 著 ナ ル ヲ

立詮 シ得 タ リ。前 後6同 ノ注 入 ニ ヨ リ準 無 二蹄 シ咳 漱

i喀嬢 モ殆 ソ ドナ 〃一 般 榮 養 状 態 モ 亦 佳 良 トナ ル。爾 來

3ケ 年 ノ経 過 二於 テ更 二 罷 重 ノ 増 加 ヲ 見 平 常 ノ事 業

二従 事 ンツ ・ア リ。

第3例 ■19歳 ♀・ 粟 粒 性 肺 結 核(空 洞 形 成)

SputaG.8

現 症 ノ起 原 昭 和7年 春 頭 症 上 葉 性 肺 結 核 二 罹 リ 高

度 ノ登 熟 ヲ件 ヒ喀:褒 中 二 血 液 ヲ混 ジ1咳漱 ノ頻 獲 二苦

シ ミタ ル モ約3ケ 月 ノ安 静 ト人 工 気 胸 術 一 ヨ リ軽 快

ス、然 ル ニ牛 年 後 二再 ビ高 熱 ヲ狡 シ心悸 先進 ヲ轟1長へ 臥

躰:ス ル ニ至 ル。

臨 林 的蛇 二上線 所 見 胸 部 ・・左 側 バ ー 般 二 打 診 上 短

音 抵 抗 感 ア リ左 肺 尖 部 二 於 テ ・・完 濁 ヲ示 シ 之 等 ノ部

二 於 テ ハ 呼 吸音 粗 烈 、小 水 泡 音 ヲ聴 取 ス、右 肺 尖 部 ・・

呼 気 延 長 ア リ、右 背 上部 及 ビ肩 脾 間部 ハ 同様 二短 音 ニ

シテ抵 抗 感 ア リ、 呼 吸 音 ハ粗 烈 、断 続 ス 、左 側 背 上部

及 ビ中部 ・・呼 吸音 鋭 化 シ水 泡 音 多数 ナ リ。

心臓 、 攻 縮 期 雑 音 ヲ聴 取 ス。

胸 部 」∠線 像:左 肺 ・・肺 門 部 騎 影 ヨ リ 始 り 肺 動 脈 弓 ヨ

リ水 牛 線 上 二三 角 形 ヲナ シテ 据 が ル 極 メ テ 濃 キ騎 影

ヲ形 成 シ鎖 骨 下 窩 ト是 ヨ リ精 下部 二陣11タ ル 所 二栂

指 頭 大 及 ピ小 指 頭 大 ノ空 洞 ヲ形 成 ス、左 下 野 モ肺 紙 型

索:状 二肥 大 塘 多 ス、 心 嚢 ハ:第2-3弓 ノ部 二於 テ左 側

二牽 引 サ ル。右 ハ上 野 ノ下 部 ニテ鎖 骨 下 窩 ノ外 縁 二近

キ部 分 二最 モ 濃 キ鶏 卵天 位 迄 ノ 騎 影 ア リテ 中野 及 ビ

肺 尖 野 二 向 ヒ蔓 延 セ ル ・1・ナ ル 騎 影 ヲ散 .見ヌ。

Squalinノ 注 入Squalin3.Occ、 ヅ ッ:左、右 交 互 二約

7日 ノ間隔 ヲ以 テ6同 注 入 ス 。初 メ第1同 ノIL入 ニ ヨ

リ頻 獲 セ ル'咳漱 軽 減 ンn客:1夷超:八切 メ2一 一3日 窟なく士書室ヒ

・感 ア リ シモ 後 漸 次 減 少 人 熱 ノ・爾 依 然 高 熱 ヲ持 続

ス、共 ノ後 籔 同 ノ注 入 ニ ヨ リ患 者 ・・自愛 的 二各 苦 痛 ノ

甚 シク軽 減 シ或 ・・全 ク解 消 シ ヌル ヲ述 ブ。食 慾}1冨、進 シ

髄 重 ノ増 加 ヲ見 約2ケ 月 ノ 入 院 加 療 ニ ヨ リ 白煙 的症

候 蚊 他 昼 餉所 見 上、活 動 性 ナ ル結 核病 憂 部 ヲ索 メ得 ラ

レズ熱 モ 完全 二下 降 シ固 定 シ平 癒 退 院 ス、喀 痩 肉 二於

ケル 結 核 者 ノ髪 異 ハ前 例 ト同 様 ナ リ。

第4例 ■20歳 半 無 智 枝 周 園 炎SputaG.

(一)

現 症 ノ症 状 及 ビ所 見 胸 部 二 於 テ 場 所 不 定 ノ 胸 痛 ヲ

訴 フル事 久 シ近 来微 熱37』.3C-37.。8Cア リ。

一と線 像 胸 部 ハ 肺 門 部 筋 彫 両 側 共 二 稽1培 弧 増 大 シ

左 下 野 二於 テ ハ肺 絞 理 索 状 二増 大 ス。

Squalinノ 注 入 、3.Oqα ノSqualinヲ 注 入 ノ、、 注 入 後

約7日 頃 ヨ リ熱 ・・動 揺 ヲ來 シ乍 ラ漸 次 下 降 シ36。.4C

二至 ル、 其 ノ後 全 〃ZF癒 ノ状 態 ニ テ 勢 務 二服 シツ ・

ア リ。

第5例 ■16歳 半 南 側 空洞 性 結 核Sputa
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G,)～

現 症 ノ起原 約牛年 前 ヨ リ微 熱 ト咳漱 ア リ食 慾減 ジ

盟 重 ノ減 少著 シ。

臨 休的蛇 二v線 所見 胸部 二於 テ 両側前上部 ノ・打 診

上短音、 可成 リ ・有響性水泡音 ヲ聴 取ス、左側 背部 ノ・

各所 二多数 ノ瀦 性水泡音 アリ。:左側背上部 二於 テモ有

善 性 ノ中等大水 泡音 ヲキ〃、」∠線 ニヨル ニ胸部左側 上

野 ハ可ナ リ濃厚ナル 騎影 ヲ示 シ 肺 門部 トノ間 二三角

形 ヲ形成 ス、鎖骨下窩 二栂指頭大 ノ空洞 ヲ形 成 ス、左

下野 モ全般 二粟粒 性/結 節 ノ・比較 的diffus二 騎影・ヲ

投 ジ肺 門部 ヘ ノmetastatischeStrasseノ 増 強増大 セ

ル 窮影 ト相違綾 スル像 ヲ示ス、右 ・・肺 門部 ノ影像培大

シ上野 二向 ヒテ濃 キ索状 ノ騎影 ヲ示 シ上 野/各 部 二

播種 性 ノ結核病竃 騎影 ヲ示ヌ、右 中野及 ビ下野ノ・Lun

genzeichnungノ 士骨張 ヲ見 ル。Squalia/11三 入。Squalin

2.OCGヅ ッ4同 、:左3同 右1同 約1週 間 ノ間隔 ヲ以 テ

注 入ス、注入當夜軽度 ノ熱 ノ上昇 ヲ見 タルモ咳漱喀疾

減?」、他畳 的所見佳良 トナル、喀疾 ・・毎常之 ヲ検 シタ

ル 与穎粒 状髪形或 ノ・縣状菌様、分枝 菌様 等 ノ種:々ナル

攣 異菌形 ヲ認 メ シム、約2ケ 月 ノ治療 ニヨ リ咳漱及 ビ

喀 疾減 ジ盟重/加 ヲ見 ル。

第6例 ■15歳 半 滲 出型 肺結核SputaG.III.

現症 ノ起原 以前 ヨ リ感 冒 ニハ 履 く冒 サ レ・タ リト云

フモ、 其 ノ他著患 ヲ知 ラズ、約2ケ 月前 ヨリ患者 ・・食

思不振 全均 ノ倦 怠違和感 ア リ、 悪寒 ア リテ熱 ・・37。C

-38。Cノ 問 ヲ昇隆 シ右側 二胸痛 ア リ。輕 キ咳漱 ア リ。

臨躰:的蚊 二」∠線所見 胸部 ・・左前上部及 ビ 下部輕短

右 前下部 ・・輕濁、左肺尖 部 ・・氣管枝音 ヲ呈 シ、右前上

部 ノ・呼1氣ノ延長 ア リ、背部 ハ両側共輕短音、抵 抗感 ア

リ。左 背上部 ハ気管枝 音 ヲ呈ス。

上線所見:左 胸部 ハ上、中野 二善用性 二散在ス ル雲状

ノ境界不鮮 明ナル騎影 ア リ、特 二上野鎖骨下 二於 テ高

度 著明 ナ リ。右 モ鎖骨下 二相當 ズル肺 上野 二小見手掌

大 ノ騎影 ア リ。肺 門部 騨 杉・・恥多増強 ヲ示 入 中野、

下野 二於 テモ肺門部騎 影・ト索状騎 ニヨ リ連絡 セル大

豆大及 ビ小指頭大 ノ賜影多数 ナ リ。

Squalinハ1三 入。3.Oqcヅ ツ4同 注入、初 同{土入後1-

2日 間軽度 ノ咳漱 ト喀疾 ノ増加 ヲ示 シタル モ、2回 目

ヨ リ何 等 ノ障碍 ナシ、 約2ケ 月後 二髄 重/墳 加約3

kg二 及 ビ熱 ノ・時 二37。Cヲ 示 ス。2年 後 ノ今 日往 々

健 康}伏態 二在 リ。

第7例 ■27歳 両 側混 合型 肺結核(空 洞 性)

SputaG.X.

現症 ノ起原 約1年 前 ヨ リ咳漱 ト微熱 ヨ リ全勇 ノ倦

怠 ト食慾不 振 ノ爲甚 シク謹重 ノ減少 ヲ來 ス、数 句前 ヨ

リ血痕 ヲ見ル ニ至 リ約1週 間位 前 二大喀血 ヲ起 シ熱

38。Cヲ 特長 シ心悸先進 ア リn

臨休的蛇 ニエ線所 見 胸部 ・・右側 前部 二 於 テ 至ル所

呼吸音粗雑、罎 子呼吸音、 大 小種 々ノ 水泡音 ヲ聴取

シ、左前部 二於 テモ同様 二呼吸音粗 烈及 ビ断続性 ニ シ

テ所 々二布 響 性 ノ中等大 水泡音 ヲキク、背部 ノ所見 モ

前 面 ト同様 ナ リ。

一と線所 見 胸部/上 線窮 鼠 ニ ヨル ニ:左胸部 ハ 肺門部

騎影培大 シ左 上野 ヨリ肺尖部 二 五ル濃 キ三 角形 ノ竪

影 二績 ク、右側 ハ左側 二比 シ横 隔膜約10cm高 位 ヲ示

シ、肺上、 中、下野総 テdiffusナ ノレ濃 キ騎影 二俺 ・・

レ詳 細 ナル所見 ノ・不 明 ナ リ。空洞 ノ・南側 ノ上 野 二鶏卵

大 ヨ リ栂指頭大 ノモ ノヲ見ル。

Squalinノ 注入 気 管道 ヨリノ注入 ヲ3回 試 ミタル モ

咽頭 ノ反射 強 キ爲完全 二 目的 ヲ達 シ得 ズ。然ル虜頑 強,

ナル咳漱 ト週期的 二繰返 シタル 喀:血二 自リ全 ク衰耗

シテ注入 二耐ヘ ズ、2ケ 月後 途 二兎籍 二人 ル。 喀痩 肉

結 核菌 ノ攣 異ノ・同様 ナ リ。 の

第8例 ■27歳 含 右 肺上葉浸潤SputaG.

(一)

現症 ノ起原39。C前 後 ノ高熱約2ケ 月前 ヨ リ持続 シ'

熱 ノ・特 二午 後悪寒 ヲ以 テ上昇ス、軽度 ノ咳漱 ア リ数 日

前 ヨ リ血痕 ヲ見ル、前胸部 ノ軽 度 ノ重歴感 ア リ。

臨休 的蚊 二.と線所見 胸部 二於 テ 右肺尖部 ・・輕短音

ニシテ抵抗感 ア リ。右前 下部 二於 テモ軽度 ノ抵抗感 ア

リ、肺尖部及 ビ前下部 二於 テ気 管枝音及 ビ乾性 蝿普及

ビ捻 髪音 ヲ聴取 ス、左側前 下部 二於 テモ少数 ノ捻 髪音

ア リ.右 背部 ハ全般 二打診上短音 軽度 ノ抵抗感 ア リ、

呼吸音 粗雑 ナ リ。

一と線所 見 右 上野 二 大 豆大迄 ノ 早期的浸潤竈多数 ア

リ、右肺 門部 騎影 ノ・増 強培 大 ジ特 二右側 二於 テ高度著

明 ニ シテ淋 巴腺 ノ腫 大高度 ナル ヲ認 メ シム。

右 下野 二向 ヒ腫 大増強 セル 肺 門部署影 ノ・索 状 ヲナ シ

テ降 り此 ノ部 二薄 キ 騎影 ヲ形成 ス、 全般 的二 肺絞理

(:Luegenzeichnung)ノ ・培弧肥大 セル ノ像 ヲ示 ス。

Squalinノ 注 入 本例 二於 テノ・Sdualinノ 注入 ト(右

側)同 時 二右 側 ノ人工気胸 術 ヲ施行 セ リSqualinノ 注.

入 ノ・2.0ααヅ、ツ5回 各 回 ノ間隔約1週 間 ト定 ム、第2

同 ノ注入 頃 ヨ リ咳r血 痕 トマ リ1ケ 月ニ シテ 全 グ
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亭熱 トナ リ盟重 ノ増 加 ヲ見2ク 月後 ニノ・所 見症候全

ク去 り全治退院ス、約3ケ 年 ヲ経過 セル今 日迄殆 ソ ド

全 ク卒 常 ノ勢務 二服 シ更 二異常 ナ シ。

第9例 ■21歳 半 両側滲 出性肺結核蚊腸結

核SputaG.X.

現症 ノ起原2年 前 二肺結 核 ト診断 サv喀 血藪 同、最

近 二至 リ咳漱、 喀疾甚 シク塘加 シ熱ノ・38。C-39。Cノ

弛張熱 ヲ示 ス、腹痛 時 二起 リ下痢及 ビ便秘 ヌ。

臨休 的蛇 二v線 所 見 左 肺尖 、左前上及 ビ中部 ハ打診

上濁音 ヲ呈 シ抵抗 ア リ多数 ノ有響 性水泡 音 ヲキク、左

前下部 ・・呼吸音微 弱、右肺 前部 二於 テモ同様 ナル水泡

音 ヲ聰 ク。

右肺 ・・背面 二於 テ 右上部 ハ短音 呼吸音 粗烈 ニ シテ時

二水泡音 ア リ左背上及 ビ中部 二於 テ呼吸音 鋭化ス。

v線 像 胸部 ・・両側肺 上野・・総 テ鶏 卵大 小見手拳大

等 ノ騎影 ヲ示 シ騎影 ノ境界 ノ・不鮮 明二移行ス、肺門部

陰影 ・・培強 シ右上 野二於 テLUngenZeiChnUng著 明 ナ

リ。

腹部・・一般 二抵抗感 ア リ稚 く緊浦 ス。 ・

Squalinノ 注入 鍛同 二:亙りSqヲ2.Ocq繰 返 シ注入

ヌ、咳漱 喀疾 大 イニ減 ジ自費 的 ニモ他 量的 ニモ甚 シク

所見軽度 トナ リ、軽快 シ退院 ス。

喀疲 中 ノ抗酸性結 核菌 ノ・減少 シ、或 ・・攣 異スル ヲ認 メ

タ リ。

第10例 ■27歳 半 両側増殖型肺結核Sputa

G.5.

現症 ノ起原 小喀血 二 始ル 血疾 ・・爾6ヶ 月経過 セル

今 日二於 テモ時折見 ラル、微 熱37。.5C内 外 ア リ、今

日迄 二人工氣胸術 ヲ十藪 同施行 シタル モ 病攣 ノ好縛

ヲ見 ズ、唆聲 ア リ。

臨休的蛇上線所見 胸部 、右前上部 ・・打診上短鼓音 ヲ

示 シ、吸氣鋭化 ス時 二乾性嘱音 ア リ、右背下部 二於 テ

・・軽度 ノ濁音 ヲ呈 シ呼吸音微 弱捻 髪音 ア リ、左前上部

ハ吸気鋭化 ス。

上:線像 右肺門部 二近 ク早期浸潤竈 ア リテ 當該所属

淋 巴腺 ノ腫大 ト思 シキ肺 門部 騎影 ト相通 ズ。

左 ・・肺門部竪影及 ピLungenzeichnungノ 増弧 セノvヲ

見ル、 特 二左下野 二於 テ特 二著 明ナ リ、爲 二蜀立 セル

薄 キ騎影 ト認 メラル ・像 ヲ示 ス。

Squalinノ 注入Squalin3・Oqα ヅツ5同 、約7日 ノ間

隔 ヲ以 テ雨側 二交 互二注 入ス。熱及 ビ血液 ・・第3回 目

ノ注入 以後 全 ク止 り肥満 シ音聾 モ 亦正常 トナ リ白魔

的及 ビ他覚的所見全 ク 消失 シ約2ケ 月後全治退院 ス。

喀疾 中 ノ抗酸性結核菌 ノ・注入毎 二漸次髪異 シ減少 シ

約1ケ 月経 過後 二於 テ・・全 ク 喀疾 中二 抗酸性結核菌

ヲ認 メ ズ。

第11例 ■35歳 ♀ 両側滲 出性肺結核(空 洞

性)及 ビ腸結核SputaG.X.

現症 ノ起原 約1ケ 月前 コ リ頻登 ス ル 咳漱 ト高熱

(39。C前 後)二拶 ム前著 ニヨ リ左側 ノ肺結核r診 断 サ

ル、人工氣胸療法5同 施行 ジタルモ咳漱喀疾 ト高熱 ハ

削減 セラvズ 。近來腹痛更 二起 リ下痢 ヲ見ル事履 くナ

リ。

臨休的並二v線 所 見 胸部 ノ・左側 前面打診 上濁鼓音

ヲ示 シ気 管枝 音 ヲ示 シ大小種 々ノ水泡音 ヲ 多鍛 二聴

取 ス、右肺尖部 ノ・濁音 、下部 ・・短音 ニ シテ軽度 ノ抵 抗

ヲ感 ズ。右 肺尖部 二於 テ気管枝音 ヲ下部 二於 テ・・呼吸

音微弱 ナ リ。左 背上部 及 ビ中部 ・・濁音 ニ シテ多籔 ノ有

響性水泡音 ヲ聴取 ス。

v線 ニ ヨル ニ左鎖骨 下窩 二鶏 卵大 ノ空洞 ヲ見ル
、空洞

ノ壁 ノ・比較的濃厚 ナル 影像 ヲ示 シ、 左肺門部騎影 ト

di任usノ 影 トナ リテ移行ヌ、左下野及 ビ中野ニノ・種 々

ノ大 サ ノ境界不鮮 明ナル 多数 ノ騎影 ア リ。

右 ・・肺門部 陰影塘 強塘大 シ肺紙 型著明 ナ リ。

Squalinノ 注入Squalin2.Ocα ヅソ5同 、左側 二注入

シ同時 二人工氣胸 術 ヲ施行 セ リ、2ケ 月後 ニノ・咳漱多

少減少 シ、一般 状態佳良 トナ リシモ、尚午後 二突然 二

悪感 ト共 二獲熱38。C以 上 ヲ來 シ下痢 ア リ胸部 所見 ・・

白昼 的ニモ他量 的ニ モ佳良rナ リシ爲退院 ス。

喀疾 中 ノ抗酸性結核菌 ノ・甚 シク 少 クナ リ且形 態 ノ攣

化 ヲ見 ル事 同様 ナ リ。

第12例 ■28歳 ♂ 左側増殖型肺 結核sputa

G.V.

現症 イ起原 約2ケ 年 前 ヨ11月 二1-2同 ノ血痕 ヲ見

本年5月 二大喀血 ア リ、 胸痛、盗汗及 ビ微 熱 ヲ訴 つ。

臨休 的蛇 二.と線所 見 榮養良好 ナ ラズ、胸部 ノ・右前上

部 ハ打診上短音 右前下部 ノ・輕度 ノ抵抗 感 ア リ、共 二呼

吸音 ノ・粗烈、左側 ノ・前上部 抵抗感 ア リ、軽度 ノ濁音 ヲ

示 シ、捻髪音 ト水泡音 ヲ聴 取ス。

背部 二於 テ左 上部 ・・短音 ニ シテ抵 抗感 ア リ有響性水

泡音 ヲ聴取 シ得。

一v線所見 胸部 ・・肺門部陰影南側共 二増 強増大 ス、特

二左側 二於 テ著 明ニ シテ左 側鎖骨下窩 二鳩卵 大 ノ比

較 的 二濃 キ騎影2ケ 所在 リ、左肺門部 トノ開 二薄 キ窮
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影 ノ架橋 状 二此 ノ問 ヲ連 絡ス ル ヲ見 ル。小指 頭大 ノ空

洞 ヲ此 ノ部 二1個 ト鎖骨下 部 二1個 ヲ形成 ス、:左肺 ノ・

上、 中野共 ニー・般 二ZF等 ナル騎影 ヲ示 ス、左下野 ・'肺

絞 理増強増大 ス。

Squalinノ 注 入 左 側 二人工氣胸術 ヲ試 ミタル モ左上

部 ノ・肋膜癒 著甚 シキ爲 二全 クノ・成功 セ ズSqualinノ

注入 ヲ施 行 セ リSqualin3.0α αヅ ツ7日 オキニ3同 次

二14日 ナキニ4同 都合前後7同 反復法 入 セ リ。初 メ

ノ2ケ 月二於 テ頑 強ナル 血痕全 ク 閉止 サ レ'微熱 モ亦

解消 サル、前後8ケ 月間休養 シ其 ノ間小喀血1同 ヲ見

タル モ一般状態 盆 二良好 トナ リ台覧的 ニモ 他魔 的ニ

モ共 二認 ム可 キモ ノナク 喀疾減少 シ喀疾 内抗酸 性結

核菌 ヲ見 ズ、全 治退院ス。

第13例 ■29歳 ♂ 両側進 行性肺 結核蛇 二喉

頭結 核SputaG.VIII・

現症 ノ起原 約1ケ 年 前二:左側滲 出性肋膜 炎 二患 リ、

3ケ 月 ノ安 静 ニ ヨ リ軽快 入 最近再 ビ咳漱 頻登 シ熱 モ

高度 二上昇;」 喉頭痛 ヲ件 フ。

臨 休的蛇 二v線 所 見 榮養 状態甚 シク不良、両側後頸

部 淋巴腺小指頭大 数個腫大ス、 左 前胸 部 ・・全艦 二 輕

濁、 呼吸音微 弱断続 シ捻 髪音、摩擦音 ノ外 二小水泡音

ア リ、右側 前面 モー般 二濁音 ヲ呈 シ抵抗感 ア リ、 呼吸

音 粗烈 ナ リ。 背面 二於 テモ:左・・全般 二輕 濁、呼吸音 鋭

化 シ断裂 シ時 二有響 性 ノ水泡音 ヲ聴 取.ス。

上線 ニ ヨルニ胸部 ・・左側 二ZF等 ナル 陰影 ヲ全般 二認

メ特 二下 野・・全 ク暗 ク肋 骨及 ビ横 隔膜 ノ境界識別不

可能 ナ リ。

左側 二於 テ上及 ビ中野 ノ肺組織 ノ微 カニ 窺 ・・ル ・部

分 ニノ・栂指頭大 小指 頭大 ノ空洞 数個 ヲ見ル、肺 ・・粟粒

た、大 豆大 ノ結節 ヲ多数 二現 ス右側 ・・肺 ノ騎 影稚 く同

様 ナル モ種 々ノ大 サノ騎 影・・境界納1不 分明 ナ リ。

Squalinノ 注入Squalin2.Ocqヅ ツ2ケ 月間 二7同 ミt

入 ス。患者 ハ咳漱 、喀疾 ノ減少 ヲ見、 自礎的蛇 二他魔

的所 見 モ好榑 シタルモ、喉頭結 核・・咽頭 二進及 ビ嚥 下

痛 ヲ來 シ、夏 二突然腸閉塞 ニ ヨ リ途 二死去ス。喀痩 肉

抗 酸性菌 ノ攣 異性 ノ・同様 ナ リ。

第14例 ■21歳 ♂ 混 合型肺結核 及 ビ腸結核

SputaG.X

現症 ノ起原 登病、約2年 前、右上 葉浸潤 ト右 肋膜炎

二始 ル、 最近 二至 リ熱39。C前 後 が悪 寒r共 二上 昇 シ

咳漱 多 〃喀 復 文多}ltナリ、加 フルニ下痢連 日数行,腹

痛 ア リテ食 思金 〃振 ノ・ズ.

臨肱 的並 二上線所見 胸部 ノ・左、右 各所 二大 小種 々ノ

曝者 ヲキ ・罎子音 モ亦左右 ・前上部 二 於テ 著明 二聴

取 サル。

L線 ニ ヨル時 胸部 ハ 右 ノ肺 門部 ヨ リ右 中野 二於 テ

手掌大 ノ濃 キ騎影 ヲ刻 ス、右 ノ上及 ビ下野 ニモ境界不

鮮 明ナル嚢状 ノ騎影 ア リ。

左側 ノ・右側 二比 シ稚 い少 キモ、大小種 々ノ嚢状 ノ騎影

ヲ各所 二見ル 両側 上葉 二大 空洞 ア リ。腹部 ノ・廻盲部 二

手掌大 ノ腫物 ヲ鱗 ル。

Squalin3.0αoヅ)ソ6同 各週1同 ヅ ツ;,:入 ナ シタル モ

腹部 ノ症状塘 悪 シ途 二鬼籍 二人 ル。

第15例 ■26歳 ♂ 雨側混合型 肺結核Sputa

G.V.

現症 ノ起原 牛年 前 ヨリ全 角 ノ倦 怠違和感 ア リ、咳漱

及 ビ喀疾 ア リ、熱 ・・38℃ 内外 ヲ示 シ時 二悪感 ア リ。

臨 休的虹 二」∠線 所見 胸部 ハ 左 上部 短音 ニシテ呼吸

音微 弱右肺尖 ・・軽 度 ノ短音 ヲ示 シ抵抗感 ア リ、右肺炎

・・全 ク気管枝吉 ヲ呈 シ、 呼吸音、高度 ノ断続 ヲ示 ス。

左 背上部及 ビ下部 ノ・打診上短音 ナ リ、呼 吸音 ノ・上部 ノ

微 弱 ナル ニ封 シ下部 ・・著 シク1鋭化 シ小水泡音 ヲ聴 取

.スo

L:線 所 見 胸 部 二於 テ:左肺 ノ・上 、中雨 野 共 二境 界 不 鮮

明 ナル 大 豆 大 位 ノ騎 影 ヲ 散 見 シ 全 般 二 粟 粒 性 二撒 布

ヌ 、小 空 洞 ア リ特 二上 野 二 於 テ ・・極 メ テ濃 キ騎 影 ヲ示

》下 方 二至 ル ニ從 ヒ精 二薄 キ陰 トナ ル 。 右 ・・上、中野

二 於 テ ・・全 ク左 腕 二於 ケ ル ト同様 一 シ テ下 野 ハL'un

genzeichnuhgノ 増 大 セル ラ認 ム。

Squalin/1」 三入Squalin2.0α αヅ ・ゾ8回 約7日 ノ 間

隔 ヲ以 テ反 復 注 入 ヌ 、注 入 後 ノ・咳 漱 喀:疾 ノ ー 時 的 増 加

ヲ 見 タル モ、一 雨 日 ニ シ テ 甚 シ ク減 ジ数 回 ノ注 入 後 熱

モ漸 次 下 降 ス 。 喀 痩 肉 抗 酸 性 菌 ノ消 失 ヲ見 、一般 状 態

佳 良 トナ リ3ヶ 月後 軽 快 退 院 セ リ。

第16例 ■19歳 半 右 肺 上葉 浸 潤SputざG.

(一)

現 症 ノ起 原1ケ 月 前 ヨ リ 突 然 高 熱 ヲ聚 シ 咳 漱 ア リ

数 日後 略 疾 ヲ 作 フ。 近 來 熱 ノ・稚 く下 降 シ37。C司 り

38℃ マ デ ノ問 ヲ往 復 ス ル 日哺 潮 熱 ヲ示 シ、 咳 漱 喀 疾

爾 多 シ。

臨 躰的 蛇 二」∠線 所 見 右腕 脊 面 上 部 ・・打 診 上 短 音 ニ

シテ軽 度 ノ抵 抗 感 ア リ、呼 吸 音 粗 烈有 響 性 小 水 泡 音 ア

リ。

三 線 罵 眞 ニ ゴル 時 ハ右 上 及 ビ 中 野 二 多 数 ノ 境 界不 鮮
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明 ナル騎影 ヲ見ル、是等 ノ粟粒撒 布型 ノ像 ・・増大 セル

肺 門部淋 巴腺 二移行ス。

Squalinノ 注入2.Ocα ヅツ2同 モ.li入、他量 的 ニモr1

畳的 ニモ何 等 ノ症候所見 ナクナ リ、v線 ノ竪 影 モ全 ク

消腿 シテ約1ケ 月後 全治ヌ。

第17例 ■25歳 半 両側混合型肺結核及 ビ喉

頭結核SputaG.X.

現 症 ノ起原3年 前左側滲 出性肋膜 炎。近來 高熱38。C

以上咳漱頻螢 シ、喀疾 多 シ、3ケ 月前 ヨリ榎聲 ア リ咽

頭痛 ア リ下腹部及 ビ上腹部 二軽度 ノ疾 病 ヲ魔 ユ、下痢

及 ビ便秘 シ糞便 内抗酸性結核菌 陽性ナ リ。

臨 休的蛇上線所見 削痩甚 シ、胸 部 ・・打診上左側 二於

テ一般 二短 音抵抗 ヲ感 フご。此 ノ部 ・・呼吸音粗雑 喉軋

音、 笛音 、豚捻音等 ノ乾性爆音 ノ外二小 ナル有響性水

泡音 ヲ聴取 入 右 側・・前面 二於 テ 一般 二鼓音 ヲ示 シ呼

吸音漸績 ス、右 前下部 ・・呼吸音微 弱ナ リ。 背部 二於 テ

:左側 ・・前面 同様 ノ所見 ヲ示 シ笛音、呼軋音 ノ外小水泡

音 ヲ多数 二聴取 ス。

v線 ・・胸部:左右 雨側共 二Lungenzeichnung・ ・土師最培

大 シ:左側 二於テ・・肺尖部 ヨリ上野 二至 ル 不定形 ノ騎

影ア リ、 中、下野 二於 テ・・大 豆大 、小指頭大 ノ邊絵 不

鮮明ナル騎影 ヲ散見 ス。

Squalinノ 注入Squalin2.Ocqヅ .ツ7日 目毎 二 注入

.ス。始 メノ:第1同 ノ注入 一 ヨ リ咳漱喀疾 ノ 驚 ク可 キ

=減少 ヲ認 メタ リ。喀疾:中ノ抗酸性菌 ノ攣異(形 態上 ノ

攣 型、 染色性 ノ減弱消失)ヲ 見ル、 ソノ後漸次 二注入

ノ間隔 ヲ延長 シ15同 ノ注入 ニ ヨリ喀疾 中 ノ抗酸性菌

甚 シク減 少ス、腹部 ノ異状感及 ビ咽喉痛 モ全 ク消散 ン

約1ケ 年 後 ノ今 日二於 テ一般状態 佳良 トナ リ、他昼的

所 見モ亦 甚 シク佳良 トナル。

第18例 ■21歳 ♀ 左側塘殖型肺結 核Sputa

G.III.

現症 ノ起原 十 数 日前 ヨ リ連 日午後 二38。C以 上 ノ高

熱 ヲ出 シ咳漱 及 ビ盗 汗 ア リ。

臨林 的並上 線所見 右 肺尖 ・・気管枝音、右 前下部 ・・短

音 ニ シテ輕濁 ヲ示 シ吸氣 ・・鋭化 ス、 時 二小水泡音 ア

リ。右背上部 ノ・打診 上著 シク短音抵抗感 ア リ此 ノ部 ・・

呼氣 延長 ヲ示ス。

v線 所見 胸部 ・・肺 門部 陰影南側共 二 増大増強 ヲ示

シ特 二左側 二於テ著 シク左側下野ヘ ノLungenzeichn・

ung培 大 シ此 ノ部 二存 スノヒ鶏卵大 ノ邊縁 不鮮明ナル

鰯 影 二移 行合流 ノ像 ヲ示ス。

Squalin一 ヨル 治 療Squalin2.Ocα ヅ ツ 無智 道 ヨ リ

左 側 肺 二 注 入、 咳 漱 ・・注 入 翌 日頃 ヨ リ少 クナ リ、喀 疾

減 ジ、2回 ノ注 入 ニ ゴ リ熱 下降 シ咳 漱 ナ クナ リ喀 庚 甚

シ ク減 フご、 喀 疾 内結 核 菌 ヲ見 ズ。

第19例 ■16歳 半 両 側 滲 出型 肺結 核Sputa

G.X.

現 症 ノ起 原 咳 漱 ト高 熱 ヲ以 テ始 ル喀 血 数 回 、約3ヶ

月経 過 ノ今 日爾 咳 漱 喀 疾 多 ク 更 二 時 折 胃腸/障 碍 ヲ

訴 フ。 下痢 ナ シ.

臨 休 的 蛇 上:線所 見 胸 部 ・・両 側 前部 二 於 テ 打 診 上 知

鼓 音 、右 前 下部 ・・輕 濁 、 有 響 性 大 小 種 々 ノ水 泡 音 ヲ各

所 二於 テ聴取 シ 得 プル ・モ 特 二左 側 二於 テ高度 著 明

ナ リ。 左 側 鎖 骨 下 窩 二於 テ ノ・罎 子 音 ヲキ ク 、背部 二 於

テ モ同 様 ノ所 見 ナ リ。

一と線 所 見 胸 部 二 於 テ左 側 ノ・平 等 ナル 嚢 状 ノ竪 影 ヲ

示 シ鎖 骨 下 部 二鶏 卵 大 、胡 桃 大 ノ境 界 鋭 利 ナ ル 空 洞 形

成 ヲ見 ル。

右 モ 中野 二揚詰 頭 大 叉 ・・大 豆 大/多 数 ノ騎 影 ヲ 見 肺

門部 窮 影 モ堰 強 ス。

Squalin/IL入Squalin3.0α αヅ ソ5回 、7日 毎 二左

側 肺 二 充 填 ス。{1三入 ニ ヨ リ患 者 ・・輕 快 感 ヲ告 グ、咳 漱

喀 褒 ・・幾 分 減 少 シタル モ胸 部 ノ所 見 ・・不 攣 ナ リ。喀疾

中 ノ抗 酸 性 菌 ノ攣 異 ・・前 敷例 ノ場 合 ト同様 ナ リ。治療

牛 バ ニ退 院 シ結 果 不 詳 。
へ 　

第20例 ■26歳 南側滲 出型肺結核蛇 二腸 結核

SputaG.VIII.

現症 ノ起原 昨年6月 右 側滲 出性肋膜 炎 二 罹 リ一 時

軽快 セルモ微熱 ト咳漱喀疾 ・・依 然 トシテ 治 セザル ノ

ミナラ ズ近 来是 等 ノ症状 ・・更:二悪 性化 シ熱 ノ・38℃ 内

外 ノ弛張熱 トナ リ、咳漱頻獲ソ 爲安眠 ヲ得 ラ レズ。加

フル ニ腹痛 ト下痢 ノ爲 二 髄力頼 二度 へ 髄重 甚 シ〃減

少 セ リ。

臨 休的雄上線所見 榮養不 良、胸部 ノ・左 側前上部 ・・輕

濁、右 前上 及ビ下側胸部 モ亦 濁音 ヲ示 ス、而 シテ是等

ノ部 ・・呼吸音鋭化 シ種:々ノ水泡音 ア リ。背部 二於 テ右

側 ハ全 汎 二輕濁 、左 背中部 ・・短音 ニ シテ抵抗 感 ア リ、

右 背部 下面 二於 テ水泡音、笛音、 麻軋音 ヲ聴 取 ヌ。

一と線 ニ ヨル時 左側鎖骨 下 ヨリ中、下野 二及 ブ粟粒播

種性 ノ結 核 ノ騎影 ヲ示 シ肺 門部 筋彫 ノ・大動脈 弓 ノ外

側 二 濃 キ小見手挙人 ノ影 トシテ 見プル、 右全 野 ・・粟

粒播種性結 節 ノ影像 ニ一致 ス、右側鎖骨 下窩 ヨリ:第3

肋骨迄 ノ間二鶏 卵大、栂指頭大 、英豆大 ノ空洞 形成 ノ
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像 ヲ見 ル。

Squalinノ 注入2ケ 月間 二Squalin3.Ocα ヅ ツ前後

5同 注入 セ リ、 数回 ノ注入 ニ ヨ リ咳漱喀療養 シク減

ジ、 他箆的所見 モ好 榑ス熱ノ・漸次下降 シ軽 快退院ス。

喀疲 中 ノ結核菌 ・・甚 シク攣 異 シ且減少 ヌ。

第21例 ■26歳 舎 左側混 合型肺結核Sputa

G.III.

現症 ノ起原 突然喀 血 ヲ 來 シソノ後約1ケ 月後 ノ今

日迄 安静 ヲ守 り血痕 ・・停止 セル モ 時 々軽度 ノ髄 ノ動

揺或 ノ・軽 度 ノ談話等 ニ ヨ リ微 熱 ヲ出ス、全 舅 ノ感冒感

及 ビ違 和倦怠感 ア リ。

臨脈 的蛇 」∠線所見 胸部 二於 テ左前上部 ノ・打診上稚 く

短 音抵抗感 ア リ、聴 スル ニ此 ノ部 二罎 子音 ヲ示 シ左前

中、及 ビ下部 ハ呼吸音粗烈 ナ リ。右 前上部 ・・氣管枝肺

胞音 及 ビ捻髪音 ヲ少数 ニキ ク、右背上部 ハ精 く短 音 ヲ

示 シ氣 管枝音 ヲ、左 背上部 ハ捻髪音 ト水泡音 ヲキ 〃。

一と線像 ハ胸部 ハ、肺 門部 騎影待 二左側 二於 テ増 強増大

シ産額:骨窩 二相當 スル野 二泰豆大 ノ空洞 像 ヲ見 ル。

Squalinノ{、}三入Squalin3.0α αヅツ2同1.ll入ス、注入

後2日 間軽度 ノ骸 温上昇37。.6Cヲ 算 シタル モ、 コv

ハ他 ノ咽喉頭 ノ模様 ヨ リ推 シテ 感 冒 ノ同時 二起 リシ

:爲二佐ルモ ノナル可 シ。

更 二第2同 日 ノ注入後 ・・何 等 ノ作 用 ナク、咳漱 モ減少

シ喀疾 中 二抗酸性結核菌 ヲ認 メ フご、節約1ク 月後 二・・

熱 モ全 ク亭無 二固定 シ全治 ヌ。

第22例 ■22歳 ♂ 両側混 合型肺結核Spula

G.V.

現 症 ノ起原3ケ 月前突 然登熟39。C-40。C二 及 ビ咳

q軟:頻獲ス、當時右肺浸潤 ト診断 サル、當初 ヨ リ血痕 ヲ

出 シ現今 爾同様 ノ症状 ナ リ。

臨休 的蛇 二」∠線所 見 胸部 ・・右 前上牛分 ・・完濁、右肺

尖部 ・・呼 吸音 鋭化 シ、右前 上部 及 中部 二於 テ、小水泡

性 爆音 右前 下部 二於 テ・・捻 髪音 ヲキク、右背上部 ・・輕

濁 ニ シテ抵抗感 ア リ、呼吸音 ハ粗 烈、肋 膜摩擦音及有

響性蝿 音 ア リ。

v:線ニ ヨリ右 肺上野 ・・不 定形 ノ嚢状 ノ騎影 二藍 ・・v

右肺 上野 ト中野 ノ境界 ニ一致 シテ索状 ノ幅約1cm位

ノ線 條窮影 ヲ見 ル、右 中野及 下野 ・・肺門部 ヨリノ索状

騎影 ト:Lullgenzeichmlngノ 培 強塘大 セル ラ見 ル。

Squalinノ 注入Squalin3・Ocα3同 注 入ス、抗酸性結

核菌 ノ・甚 シク形 態上 ノ攣異性 ヲ示 シ咳漱及喀疲 大 イ

ニ減 ズ、i熱ノ・i約40日後全 クZF無 二蹄 シ'、髄重 ノ増・加

ヲ見、胸部他壁 的 二何 等活動性 ナル攣 化 ヲ見 ズ。

第23例 ■26歳 ♂ 両側増殖:型肺結 核Spula

G.VI.

現症起原2年 前 二左肺尖加答児 ヲ患 フ、近來 患者 ハ

咳漱 ト心悸先進 ヲ畳 工、軽度 ノ運 動 ニ ヨリテモ熱雲 ヲ

見 ル。

臨 休的蛇 二」ヒ線所見 胸部 ・・左前上部 ・・短鼓音、左 前

下側胸部 ・・短 音 ヲ示 シ聴診 上左側 ハ各所 二 於 テ有響

性水泡音 ヲ示ス、右前 上・・呼吸音粗 烈水泡 音 ア リ、左

右背上部 ハ短音 ニシテ左 背全般 二大小種 々 ノ水泡音、

右 背上部 ・・呼氣延長 シ時 二小水泡 音 ヲ聴取 ス。

L線 ニヨル ニ胸部 ノ・左 ハ全野 二汎 リ不規 則 ナル 雪駄

騎影 ヲ示 シ小空洞 アリ右 モ亦全野 二粟 粒性 二 微積 セ

ル不定形 ノ結 節 ノ影像 アリ。

Squalinノ 注入Squalinノ 注入10同 約1週 間 ノ間

隔 ヲ以 テ6回 、以後 ・・2週 間 オキニ施行 セ リ。:第2n

注入頃 ヨリ患者 ・・咳漱及喀疾:ノ驚 ク可 キ減 少 ヲ告 久

約2ケ 月後 ニノ・喀 疾 内航酸性結 核菌 ノ・甚 シ〃減 ジ抗

酸性 ヲ殆 ソ ド喪失 セ ン トシツ ・アル モ ノ或 ノ・形態 的

二種 々ナル像 ヲ示 スニ 至 リタル モ ノ等 々ノ攣異 ヲ見

ル、其 ノ後患者 ノ・一般 状態往 く良数:トナ リ自量的並 二

他魔 的ニモ活 動性的所 見 ヲ見 フご、病機全 ク終臆 ノ状態

ニナ リ退院 ス、ソノ後荷 患者 ノ請 モア リ1ケ 月 二1同

ヅ ツ注入 ヲ続行 シツ ・ア リ。

第24例 ■24歳 舎 右側混合 型肺結核Squla

G.III.

現症 ノ起 原3ケ 月前 コ リ微 熱 ア リ右 側胸部 二胸痛

ヲ魔 工軽度 ノ咳 漱 ア 宏 當時右側肺結核 ト診断 サル。

臨1休顛動 二」∠線 所見 胸部 ノ・右側肺尖及右 前上部 打

診 上短音右肺尖部 ・・呼吸音粗雑 ニ シテ折裂音 ア リ、右

肺 上部 ・・捻髪音 アリ右 背部 ・・一般 二短 音、同様 二折裂

音 ト小水 泡音 ア リ。

一ヒ線上 右 肺 ノ・一般 二肺 門部 筋彫増強 シ、右 中野二小

見手拳大 ノ不 定形 ノ騎影 ア リ、中二胡桃 大 ノ空洞 ヲ見

ル〆o

Squalinノ 注入Squalin3.Ooα ヅツ2同 注入 ス、第2

回注入 後患者 ・・自発 的 二甚 ダ軽快 ヲ魔 工、臨 躰的所 見

モ減少 ヌ、喀疾 内航酸 性結核菌 ハ消失 ス。

第25例 ■21歳 舎 左側 乾酪性 肺尖Sputa

G.VIII.

現症 ノ起原1ケ 月前盛lr・1感ニテ登熟39℃ 二及 ブ、

咳漱頻登 シ喀燦 ナ シ。
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臨躰:的及v線 所見 胸部 ・・左 前上部 ・・打診 上短鼓音、

左 前下及左 側胸部 ハ短音輕濁音 ヲ示 ス、右 前上部 ノ・呼

吸音粗 烈、左 前部 ・・捻 髪音、左背下部短鼓音 ヲ示 シ同

様 二捻髪音、折裂音、右 背下部 ・・捻髪音 ヲ認 メ シム。

v線 ニ ヨリ左側 ・・肺尖 野 ヲ除キ全 野 二五ルdiffusナ

ル窮影 ヲ示 シ爲 二心臓 ニ ヨル 筋彫 トノ境 界モ 全 ク不

明 ナ リ、右肺 ハ肺 門部 騎影 ノ稚 く増強増大 セル ラ見特

二方下野 二於 テ著 明ナ リ。

Squalinノ 注入Squalin2cGヅ ソ約7日 ノ間隔 ヲ以

テ反復注 入 シ前 後5同 二及 プ、毎注入後1-2日 ・・患

者 ノ・自費 的症状 ノ軽 快 セル ラ述 べ 咳漱少 クナ リ元気

好 ク食慾大 イニ進 ム、然ル ニ高熱 ・・依然 トシテ持綾 ス

1日 突然大喀:血ヲ來 シ衰弱俄 二 加 ・・リ約6ケ 月後死

ノ轄鯨 ヲ トル。

第26例 ■23歳 ♂ 両側混合型肺結核Sputa

G.X.

現症 ノ起原7歳 ノ時渥性肋 膜炎、21歳 ノ時 同様 二

滲出性肋膜 炎 二種 ル、3ケ 月前 ヨリ38℃ 以上 ノ高熱

ニテ咳漱 多 〃、盗 汗、悪寒等 ノ不快 ノ症状加 ・・リ、更

二数 日前 ヨリ不定 ノ腹痛 起ル、患者ノ・甚 ンク削痩.ス。

臨休的及v線 所 見 左前 中及右前下部 ・・輕濁、両側前

上部呼吸音鋭化 シ、両側背上部 ・・比較 的短音 ニ テ抵抗

ヲ感 ズ、右背上部 ・・呼吸音 鋭化 シ、左背上部 ハ呼吸音

弱 シ。

v線 所見 雨側肺上野 ・・肺尖部 ト共 二比較 的di価s

ノ騎影 ヲ示 シ特 二九肺 二 於 テハ 中野 ト下野 ノ嚢状 ノ

境界 不鮮 明ニ ジテ不定形 ノ騎影 へ,ト移行 ス、右 上野 ノ

騎モ同携 ナルモ 中野及下野 ノ騎 ・・小指頭大或 ノ・栂指

頭大 ノ境 界不鮮 明 ナル モ ノ ト稽 ζ鮮 明 ナルモ ノ トノ

混 合 ヨリナ リ多数 ノ騎影 ヲ形成 シ相互 ・・薄 キ索状或

・・霊獣影 ニ ヨリ相違綾 ス、即氣管適性粟粒播種性結核

ノ像 ト見敏 サル。

SqualinハL入Squalin2.Oqqヅ ツ2岡 三 ヨリ乾性

ノ咳漱豊作軽快 ジ、熱 モ漸次下降 ス。

第 卿 例 ■15歳 半 左滲 出性 肺結核Sputa

G.VI.

現症 ノ起原 輕 キ咳漱 ト微熱 ハ約6ケ 月前 ヨリアリ、

最近 二至 リ38。Cノ 高熱 ト盗汗及悪寒 ア リ。

臨脈 的及v線 所 見 胸 部 ハ左前上部 ・・濁音、左前下部

ノ・輕濁聴診 上左 前上部 ・・呼吸音粗雑 ニ シテ鋭化 シ鎖

骨 下窩 二級子音 ア リ、:左前下部 ・・呼吸音微弱及断続 シ

捻髪音 ア リ、左背上及 中部 ハ比較 的短音 ニシテ氣管枝

吉 ヲ聴取 ス。

v線 所見 左側 肺 ノ・全髄準等 ナル 濃 キ竪影 二包 マ レ

唯鎖骨 下窩 二胡桃大 ノ空洞 ノ形成像 ア リ、右 ノ・肺尖野

及上野 二播種 性 ノ粟 粒結 節 ノ像認 メラノレ。

Squalinノ 注入Squalinノ 注入3× 、一過性 二精 ζ

熱 ノ上昇 ヲ見 タルモ 約7日 後 ノ:第2× 注入後 ノ・何 等

一過性的斯ル熱 ノ上 昇 ヲ見 ザル ノ ミナ ラズ、咳漱、喀

疾 減 ジ高熱 モ漸次下降 ヲ 示 シ一般状 態甚 ジク良好 ト

ナ リテ1ケ 月牛 ニ シテ退院 ス、喀 疾内航酸性結核菌浩

大ス。

第28例 ■20歳 ♂ 左側 増殖 型肺結核Sputa,

G.VIII.

現症 ノ起原 約2年 前 二 左側肋膜炎r左 肺浸潤 ト診

断 サル、當時 ヨリ微 熱 ト咳漱 ・・依然rシ テ績 キ約2ヶ

月前進 ・・…進 一退 ノ較 ヲ往來 シタ リ、然 ル ニ2ケ 月前

rリ 悪寒 ヲ以 テ熱雲380Cヲ 毎 日1同 ヅツ見 ルニ至 リ

咳漱 及盗汗 ヲ訴 フル事甚 シ久 近 來更 二腹部 ノ疾病 ヲ

畳 ユル ニ至ル。

臨 休的蛇 二v線 所見 胸部 ・・左 上牛分 ノ・完濁左前下

側胸部 ハ稽 ζ鼓音 ヲ示ヌ、呼吸音 ノ・粗 烈 ニシテ左上半

分 二・・大、小種 々ナル有響性水泡音 ヲキ 〃、背面 二於

ケル所見 モ同様 ナル モ 左肺背部下葉 二 混性 嘱音 ヲ多

数 二聴取 シ得。

v線 ニ ヨル ニ左肺 ・・下 野!一 部 ヲ除 キ 全 ク 暗 キ騎影

ヲ投 ジ、而 モZF等 ナル舞穿影 ニシテ肺 ノ所見r肋 膜 肥厚

トノ合併 ニ ヨル影 ト見 ラル、右 ・・肺紙 塑騎 影 ノ培 強 ヲ'

見 ル。

Squalinノ 注入Squalin2.Ocα 或 ・・3.0ααヅツ注入46

×、此 ノ聞納1年10ケ 月、注入 ・・ソノ初メ ニ於 テハ

1ケ 月二約4同 ヅツ後1ケ 月1回 ヅ ツ トナ シ現在 二

至 ル。

注入當時 ・・38。C内外 ノ高熱 ヲ特長 シ來 リシモ ノが数

同 ノ注入 ニ ヨリ漸次下熱 シ平熱 二 鯖 シ咳漱喀疾 ノ驚

ワ可 キ減少 ヲ示 セ リ、加 フル ニ腹部 ノ軽度 ノ痛 ミモ共

二解 消 サ レ、臨休的所見 モ亦著 ジキ漸 減 ヲ示 シ今 や全

〃活動性 ヲ停 止 シ病攣iノ終臆 セルが 如 キ状態 ニア リ。

抗酸性結核 菌 ・・喀 痩 肉ま 種 々ナル攣 異性菌 トシテ現

レ典型的/Kochノ 長桿菌 ・・甚 ダ少 〃Gaff.III .位

二減少ス。

第29例 ■51歳 ♀ 両側滲 出性肺結核Sputa

G.VII.

現症 ノ起原 患者 ・・25歳'ノ時少 量 ノ喀血 ヲ見 タ リ ト
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云 フ、ソノ際右 ノ肺 尖加答児 ト診断 サル。 昭和5年 頃

ヨリ微熱 ト咳漱喀:疾ヲ見 手、昭和6年 本 院 二入院ス。

臨休 的蚊 ニーと線所見 胸部 ・・ノ己前上半分 ・・完濁 、大小

種 々ノ有響 性羅音 ア リ、左 前下部 ハ短鼓音 ニ シテ呼吸

音稽1微 弱ナ リ、右前 上部 ・・鼓音 ヲ示 シ小水泡音 ヲ少

数 二聴 取 ス、左 背部 ・・軽度 ノ抵抗感 ア リ、 呼吸音微弱

時 二小水 泡音 ヲキク。

三線 ニ ヨル ニ左側 バー・般 二薄 キ平等 ナル 暗 サ ヲ示 シ、

ソノ中 二稚 く濃 キ嚢状 ノ不 定形 ノ騎影全般 二認 ム、右
げ

ノ・上 野 二少 数 ナル 小 指 頭 大 ノ騎 影 ヲ散 見 ヌ。

Squalin注 入Squalin2.Oqqヅ ツ15× 、 微 熱 ・・完 全

二解 消 サ レ、咳 漱 、 喀 疾 共 二減 少 ス。 其 ノ後 一時 腹 部

症 状 ヲ呈 シ悪 感 ト共 二 弛張 性 ノ高 熱 ヲ出 シタ リ シモ、

今 や再 ビ牛 静 二復 シ、他 覚 的 所 見 モ殆 ソ ド消 失 ス、 喀

疾 中 ノ抗 酸 性 菌 ハ全 〃清 失 セ リ。

第30例 ■28歳 舎 増 殖 性 肺結 核SputaG.

X.

現 症 ノ起 原 昭 和2;1=二 左 側 ノ肋 膜 炎 、昭 和2年 ヨ リ

昭 和6年 迄 二大 、 小 喀 血7× 二 及 ブ、 咳 漱 及 喀 疾 多

シ、 熱 ・・37℃ 前 後 ノ微 熱 ヲ示 シ胸 痛 ア リ。

臨 休 的 並 二v線 所 見 昭 和6年 當 時 ノ 所 見 トシテ 胸

部 ・・両 側 肺 上 牛 分 輕 濁 、南 側 共 二肺 尖 部 ハ魚 骨枝 音 ヲ

示 シ特 二 左 側 二 於 テ ・・可 成 リ/小 水 泡 音 ヲキ ク、両 側

脊 上 部 モ輕 濁 、有 春 上部 ・・呼 吸 音 鋭 化 シ右 脊 下 部 ・・小

水 泡 音 ヨ リ、左 γf上部 ・・吸 氣鋭 化 ヲ示 シ了f下部 ・・水 泡

音 ヲ少 数 二鷹 取 ス。

∠ 線 所 見 ハ當 時 、:左 肺 ・・全 野 二 濃 淡 種 々 ノ境 界 不 鮮

明 ナ ル 嚢 状 窮 影 ア リ、右 腕 モ 下 野 二肺 門 部 ヨ リ ノ肺 線

條 ノ増 強 増 大 セル 影 像 ヲ 認 ム、 右 上 野 二小 空 洞 ヲ見

ル!o

Suual三nノ 注 入Squalin2.Occ或 ・・3.Oqα ヅ ツ トシテ

15×{}三入 、始 メ ノ・1週 間 ノ間 隔 ヲ1).テ 後1ケ 月 二1同

位 ト シテ注 入 ヲ繰 返 シタ リ、全 身 歌 熊 笹 シ〃良 好 トナ

リ、 咳 漱 喀 峻 モ 甚 シ〃減 少 ス、胸 部 ハ他 党 的及 白総 的

ニモ何 等 攣 化 ヲ認 メ フご、 以 前 数 回繰 返 シタ ル 喀 血 モ

Squalinミ.1三入 後 ・・完 全 二 封鎖 サ レ此 ノ間 約6ケ 年 間血

茨 ダ ニ認 メ ラ レフご、然 ル 所今 年611突 然 腹 部 ノ疫 病 ヲ

訴 へ 診 察 ノ結 果 腸 穿 孔 ナ ル ヲ知 ル。

即 数 日 ニ シテ終 二死 亡 ス 。

第31例 ■23歳 ♂ 両側 滲 出性 肺 宗ll核Sputa

G.VII.

現 症 ノ起 原 昭 和11年 始 メ頃 訓 高 熱 ト咳 漱 ア リ、

右 側 ノ肺 結 核 ト診 断 サ ル、1昭 和11年3刀 ニ ハ 更 二依

然 トシテ高 熱 ヲ特 長 シ咳 漱 喀 疾 モ盆 く増 加 ス 、4月 本

院 二入 院 ス。

臨 休 的拉 二v線 所 見 左 肺 尖 及 左 上 半 分 ・・打 診 上短

鼓 音 ヲ示 シ、有 響 性 大 小 種 々 ノ羅 音 ア リ特 二左 鎖 骨 下

窩 二 於 テ 罎 ・丁呼 吸 音 ヲ キ ク、左 前 上 部 ノ・呼 吸 音 粗雑 、

右 前 下 部 ・・呼 吸 音 弱 シ、脊部 ノ・左 側 二於 テ ノ・水 泡 音 ヲ

多 敷聴 取 シ右 側 ・・下部 二於 テ 呼 吸音 蜥 烈 ア リ。

上:線窮 鼠 ・・左 ・・全 野 二五 リ栂 指 頭 大 及 胡 桃 大 、鶏 卵 大

筆 ノ境 界 不 鮮 明 ナ ル 不 定 形 ノ騎 影 ヲ示 シ、上 野 二於 ケ

ル 影 ノ、特 二稽ldi伽sノ 造 影 ナ リ、 此 ノ部 二於 テ小

指 頭 大 ヨ リ、英 豆 大 ノ空洞 ノ像 ヲ見 ル、 右 ノ・粟 粒 性 播

種 結 核 ノ像 ヲ示 ス。

Squalinノ 注 入Squalin2.0α αヅ ツ或 ノ・3.Ocα ヅ ソ注

入 ス 、 注 入 同 轍 約20回 、 始 メ ハ1週 間 オ キ トナ シ後

漸 次 間 隔 ヲ塘 シ、 約1ヶ 年 二20同 ヲ完 了 セ リ。 注 入

ノ午 後 ・・必 ズ熱 ノ降 下 ヲ示 ス、Gp3i。C-38。Cノ 問 ニ

ア リ シモ ノ がIL入 後 ノ・36℃ トナ ル、 然 ル ニ数 日後 ノ・

叉 再 ビ上 昇 ス ル ノ ヲ例 トセ リ、 然 ル ニ 約10回 日頃 ヨ

リ熱 モ殆 ソ ド持 続 的 二平 熱 ヲ示 ス ニ至 リ、咳 漱 喀 疾 モ

著 シ ク減 少 ス 、 喀 湊 内 抗 酸 性 ノ攣 異(染 色 性 及 染 色 上

ノ形 態 的 憂 異)形 態 ヲ示 ス モ ノ:甚ダ多 シ。

第32例 ■ ♂ 左 混 合 型 肺 結 核SputaG・X・

現 症 ノ起 原 本 年2月 頃 ヨ リ悪 感 ヲ以 テ登 熟39℃ 二

及 ブ、咳 漱 喀 瑛 ノ・数 年 前 ヨ リ存 シタ リ シが此 ノ頃 ヨ リ

喀 峻 ヲ件 ノ・ザル 乾 性 ノ 咳 漱 頻 数 ノ:爲 安 眠 イく可 能 ノ状

態 ニ ア リ、約2ケ ∫1ヲ経 過 ス ル モ高 熱 ト咳 漱 停 マ ラ ザ

ル 爲 二本 院 二入 院 ス。 ●

臣鰍 木的 拉 二一と線 所 見 胸 部 ハ 左 側 ノ・全 般 二 濁 音 ヲ示

ス、 右 前 上 及 下 部 ・・鼓 音 、:左側 ・・前 上 部 二於 テ 呼 吸 音

鋭 化 シ小 水 泡 音 ア リ、脊 部 二於 テ左 ハ濁 音 ヲ呈 シ抵 抗

感 ア リ、ノ1ゴf上及 中部 ノ・呼 吸 音 粗 烈 ニ シテ、 大 小 種 々

ノ水 泡 音 ア リ」∠線 ニ ヨ リ、左 ・・全 部 ニ イ{定形 ノ嚢 状/

1茅考影 ヲ示 ス。

左 上 野 二栂 指 頭 大 ノ空洞 ア リ、右 ・・一 般 二肺 絞 理 ノ塘

大 、 増'強 ヲ示 ス。

Squalinノ 注 入 約10同 、3.Ocqヅ ツ、2ケ 月 間 二注 入

ス、1.i三入 後 咳 嚇 、喀 庚 薩 シ ク減 ズ、 高 熱 漸 次 下 降 ノ傾

向 ア リ喀 喫 少 ク ナ リ、 一 般 状 態 佳 良 トナ ル 。

抗 酸 性 結 核 菌 ノ慶 典形 態 モ 多 鍛 二見 ラル、長 軸 二延 ビ

或 ハ穎 粒 状 二攣 態 セル モ ノ多 シ。

以 上 ノ例 ヲ表 二示 セ パ 下 ノ如 シ(第1表 及2表)。
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氏 名 年齢

42

21

19

20

'
16

「i言 一

一27

.一

i
一

27

21

27

35

28

29

21

26

19

25

21

16

26

20

22

26

24

21

23

15

一
21

51

一
28

23

52,

性

否

否

♀

舎

♀

舎

♀

♂

否

否

♂

♀

♀

♂

舎

♂

♂

否

否

♀

一念

否

否

舎

・病 期(肺)

雨側混合型 皿期

雨側混合型皿期

雨側増殖型皿期

肺門淋巴腺氣管
枝周園炎

雨側増殖型皿期

滲 出 型 ∬ 期

雨側混合型皿期

右肺上葉塘殖型
皿期

雨側滲出型皿期

雨側塘殖型H期

雨側滲出型皿期

左側増殖型皿期

雨側混合型皿期

右側培殖型H期

雨側混合型皿期

左 壇殖型H期

雨側滲 出型 皿期

左側混 合型 ∬期

雨側混合型皿期

雨側培殖型m期

右 混 含 型

左側乾酸性炎皿期

雨側混合型皿期

左側混合型皿期

左側培殖型皿期

雨側混合型m期

雨側培殖型皿期

雨側滲出型皿期

雨側混 合型 皿期

空洞

什

十

十

柵

什

十十

十十

十十

十

十

十十

什

十

十

,十

.1_

十

十

十十

十十

+十

其 ノ他 ノ結 核

腸十 喉十

腸十

腸什 喉十

腸+

腸±

腸++

腸±

腸十 喉十

腸十 喉十

腸十 喉十

腸十

腸十

喉十

腸 ±;

腸± 痔十

腸±

腸+

膓+

腸十

緊翻 獣n
1×G.X

,,V皿

,,V皿

,,

,,X

,,皿

,, X

X

,,V

,,X

,,V

,,V皿

X

.,V

X

皿

,,X

,,V皿

,,皿

,,V

,,VI

,,皿

,,V皿

_二㌧

,,

X

VI

,,V皿

,,V皿

,,X

,,V皿

,,X

6×

6×

1×

4×

4×

3×

5×

6× σ・

5×

5×

7×

7×

6×

8×

2×

15×

2×

5×

5×

2×

3×

10×

2×

5×

2×

3×

46×

15x

15×

20×

10×

轄!諦

死

輕 快

癒

平 癒

輕

平
蛛 ・

癒

死

癒

輕 快

癒

不 攣
癒

死

死

輕 快

癒

輕 快

癒

不 攣

輕 快

癒

癒

準 癒

癒

死

輕 快

輕 快

輕 快

輕 快

死

輕 快

輕 快
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第三章Squalinヲ 注 入 セル患者 ノ喀 疾 内抗 酸性 菌 ノ攣 異

Squalinト 生膿内結核菌或 ノ・Squalinト 試験 管内結核菌 トノ間二或 ル動機ニヨリ1ヒ學的趨向`
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性 テ生 ズ ル際 、 是 等 結 核 菌 ノ・種 々 ノ攣 異 型 ラ現

出 スル事 ハ前 撒 同 ノ登 表 二 於 テ 述 ベ タル ガ如

シ、 而 シテ是 等 ノ憂 異 性菌 ノ・抗 酸1生ラ保 有 スル

モ ノア リ或 ノ・一 時抗 酸 性 テ脱 却 セル状 態 ノモ ノ

ア リテー 定 ノ定 件 操 作 ニ ヨ リ再 ビ抗 酸 性 テ獲 得

スル モ ノア リ。 抗 酸 性 ラ全 ク喪 失 シ或 ノ・微 カ ー

維 持 ス ル モ ノ ・抗 酸 性染 色 二 於 ケル 所 見 ハ喀

疾 、 糞 便 等 ノ如 キ多 種 多 檬 ノ雑 菌 ラ保 有 ス ル モ

ノ ・顯 鏡 二際 シテ ノ・攣 異 性 菌 二封 スル特 殊 染 色

法 ノ登 見 サ レザ ル今 日 ニ ア リテノ・全 ク不 可 能 ノ

事 ナ リ。 余 ノ本 所 見 ノ結 果 モ故 二省 抗 酸 性 ラ維

持 シ得 ル程 度 ノ憂 異 型 テ論 ズ ル ニ停 リ全 ク抗 酸

性 ラ喪 失 セ ル多撒 ノ攣 異 性 菌 ノ・除 外 サ ル ・事 ト

ナ ル。

喀 疾 ハ大 抵 早 朝 ノモ ノテ探 取 セ シメ先 ヅSqu-

alinテ 注 入 セザ ル 時期 ノ 抗 酸 性菌 ノ駄 態 テ仔

細 二激 日間 連績 親 察 シ 此 ノ所 見 テ 封 照 トシテ

・Squalin注 入後 ノ所 見 トノ攣 異 性 ラ比 較 封 照 セ

ル モ ノナ リ。

蘇 ツテ結 核 菌 ノ抗 酸 性 二封 ス ル諸 家 ノ認 識 ラ推

ス ル ニ今 ヤ非 抗 酸 性 ノ結 核 菌 ノ存 在 二封 シ之 ラ

否 定 シ撃 退 ス可 キ根 稼 ヲ見 出 シ得 ズ シテ古 ク ヨ

リ ノ慣 習 上 止 ム ナ ク之 テ否 定 スル少 激 ノ學 者 ノ

存 スル ニ 止 リ ー 般 的 ニ ノ・攣 異 性 型 態 ノ 存 在 テ

認 容 セ ラ レタル モ ノ ・如 シ、 即抗 酸 性 ノ所 謂

Kochノ 典 型 的 桿 菌 ノ ミガ結 核 性 的疾 患 ノ病 原

盟 二非 ザ ル事 ノ・主 トシテNaegeli學 派 ノ高 唱

シ タル所 ニ シテ、 更 二Muchノ 結 核 菌 ノ憂 異

型 態 二關 スル研 究 及Fontesノ 濾 過 性 病 原 禮 二

就 テ ノ探 索 ト相 侯 ツテ今 ヤ斯 學 會 二劃 然 タル 地

歩 ラ築 キ世 論 テ風 靡 スル定 読 ト思 考 サル ・二至

レ リ。

Squalinト 攣 異 性結 核 菌 トノ問 題 ノー 般 二就 テ

ノ・前 数 同 ノ登 表 二於 テ詳 細 ナ ル論 述 ガ成 サ レ之

ニ ヨ リ窺 ヒ 知 ラル ・所
、 結 核 生罷 二Squalin

ヲ注 射 ス ル時 二Squalinト 結 核 菌 ト ノ間 二張

烈 ナルChemotaxisテ 示 シ其 庭 二種 々雑 多 ナ ル

結 核 菌 ノ 攣 異 性 菌 殊 ノ 畿 生 テ 招 來 スル モ ノ タ

リ。 此 ノ際 個 性 ニ ヨ リ或 ノ・菌 株 ニ ヨ リ憂 異 株 ノ

螢生及其 ノ菌 ノ形態、性月犬等 ニモ甚 シク影響 シ

又登生二至ル過程 テ於 テ相異 ナルモ ノト見 ラ

ノレo

結 核 菌 二試 験 管 内 二 於 テSqualinラ 作 用 セ シ

ム ル場 合 、 生 盟 二於 ケ ル場 合 トノ・梢 ≧其 ノ慶 異

性 二於 テ趣 テ 異 ニ ス、 コノ・Squalinノ 生 化學

的作 用 能 力 ガ生 禮 ノ各 種 要 素 ノ存 在 ノ下 二於 テ

ハ 特 二 著 明 一 現 出 サ ル ・モ ノナ ル ニ ヨル、 今

Squalinテ 注 入 セル患 者 ノ喀 疾 中 二現 ノ・ル ・抗

酸 性 菌 ノ憂 異 型 態 テ列 記 ス レバ、

a)染 色 性 ノ憂 異 トシテ

1.抗 酸 性 ノ・正 常

2.抗 酸 性 ノ減 弱

3・ 抗 酸 性 ノ喪 失

4.封 照 染 色 二染 ル モ ノ

b)型 態 的 ノ攣 異 性 トシテ

1.菌 禮 ノ伸 展 セル モ ノ

2.菌 艦 ノ膨 大 セ ル モ ノ

3.分 枝 セル モ ノ

4.菌 艦 二多撒 ノ穎 粒 ラ現 出 セル モ ノ

5.球 菌 状 或 ハ穎 粒 状 テナ セ ル モ ノ

6.微 細 塵 埃 歌 テ ナ セ ル モ ノ

以 上 ノa及bノ 夫kノ 組 合 セー ヨル各 種 各 様 、

種 々雑 多 ナ ル攣 異 性 菌 ラ現 出 スル ラ見 ル、 而 シ

テ是等 総 テ ノ攣 異 ラ輩 一 株 ガ現 ス事 ノ・稀 ニ シテ

各 々株 ノ異 ナ ル ニ從 ヒ或 ハ個 性 的 差 異 二從 ヒ現

ス漿 異 性 モ亦 自 ラ異 ル、上 記 ノ各 攣 異 形 ノ・Squ-

alinヲ 開 放 性 結 核 患 者 二氣 管 道 ヨ リ病 攣 部 二注

入 スル場 合 喀 疾 内 二於 テ常 二 見 ラル ・所 見 一 シ

テ注 入 ニ ヨ リ肺 ノ 病 竈 二達 シ タルSqualinノ ・

肺 胞 上皮 及 肺 ノ種 々 ノ禮 液 ノ作 用 ト相 倹 ツ テ結

核 菌 トノ間 二生 物 化 學 的作 用 テ現 シ特 異 ナ ル攣

異 菌 テ直 二現 出 スル モ ノ ト見倣 サ ル。 即 注 入後

1時 間後 ノ喀 疾 内 ノ抗 酸 性結 核 菌 二形 態 的及 染

色 性 ノ憂 異 テ來 シタル例 ラ厘 ≧目撃 セ リ。

始 メ喀 疾 内 二於 ケ ル カ ・ル憂 異 性 二封 シテ ノ、ア

マ リ重 キ ラ置 カズ
、 唯 注 入 ニ ョ リ患 者 ノ病 状 甚

シ ク輕 快 シ好 轄 スル ラ見 、 三 期 結 核 及 晩 期 ノ結

核 二際 シテ モ明 二良 好 ナル治 療 成 績 ラ揚 ゲ得 ル
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事テ確信 シタル爲 二尊 ラソノ方面 ニノミ傾倒 シ

テ菌 ノ攣異性 二就 テノ・梢 ≧等閑二付セラレタリ

シガ、偶々東京署學専門學校細菌學教室二於 テ

學生實習用 トシテ結核患者 ノ喀疾 ラ余 ノ塵 二要

求 セ●プル、即チSqualinノ 注入 テナシタル患

者喀疾 テ同教室技師小川氏 二呈出セリ、同技師

ノ目テ驚 カシメタルノ・喀疾内結核菌 ノ極 メテ多

型性ラ示 ス事ナリキ、即常二正常典型的ノ結核

菌 二馴 ラサレタル目二如何 二余等 ノSqualin

注 入患者喀疾内抗酸 性結核菌ノ攣異性形態 ラ現

シ居ルカテ偶然 ニモ看破 シ得 タリ。氏 ノ云 フ

「喀灰陶結核菌 ノ非常二粉々ニナツテヰルノノ・

麺何 シタルナルカ」ト、此 ノ問二封 シ余ノ・只會心

ノ笑 テ以 テ迎へ得 タリ。從前 ヨリ此 ノ黒占二封 シ

テハ關心 テ有 シ居 タリシ所 ナルモ多種多様 ノ攣

異性菌株二朝夕接 シ結核菌 ノ攣異セルソノモ ノ

テ正常形態 ト見過 ス程 二錯毘テ來 シタル余 ノ目

テ疑 ヒ余 ノ結核菌二封 スル概念テ疑 ヒタル程ナ

リキ、其 ノ彼此 ノ方面二充分ナル注意ラ彿 ヒ

Squalin注 入前 ト注入後 トニ於 ヶル抗酸性菌 ノ

模様 ラ精細 二観察 シタルニ實二以テ驚歎 ス可 キ

攣異性 テ示 ス事 テ獲見 シ得 タリ、注入後1時 間

ニシテ膨大 セル長大抗酸性桿菌二憂 ジ長サ正常

第

ノ約3倍 大 二達 シ轡 曲 セ ル モ ノ多 シ或 ハ分 枝 形

成 ラ示 ス モ ノ多数 二出現 ス。頼 粒 状 ニ ナ リテ菌

膿 ハ不 染 ニ シテ穎 粒 ノt抗 酸 性 テ維 持 スル モ ノ

ア リ.攣 異型 ノ最 モ好 ク 見 ラル ・ハ24時 間一

48時 間後(注 入後)ノ 喀 疾 二 於 ケ ル 種 々相 ニ シ

テ其 ノ後 時 ノ経 過 ト共 二攣 異 型 ハ漸 減 スル傾 向

テ示 ス、 次 二1週 間 後 ノ再 注 入 ニ ヨ リ再 ビ従 前

ノ如 キ攣 異 性 菌 テ多 数 二認 ムル ニ至 ル。 斯 ク シ

テ数 回 ノ注 入 ラ繰返 ス時 ノ・抗 酸 性菌 ハ漸 時 其 ノ

撒 ラ減 ズ。或 ノ・微 細 ナ ルSplitterノ 如 キ 形 態

トナ リ集 團 シ抗 酸 度 モ甚 ダ減 弱 ス。 棍 棒 状 二膨

大 伸 展 セ ル モ ノニ テ最 モ長 ク伸 ビタ ル モ ノハ正

常 大 ノ約13倍 二達 シ タル 牛 抗 酸 性 ノ 穎 粒 ヲ多

数 二有 スル菌 二達 シタル ラ認 メ タ リ。 知 ラズ、

ソノ・Saporophitisch,ノPilzナ リ シカ或 ハ結

核 菌 ノ攣 異 形 態 ナ ル カ ラt然 ル 三共 ノ中間 形 大

ノ移 行 途 上 一 アル ガ 如 キ菌 ラ モ多 数 認 メ タ リ。

雨 注 入前 数 日 ノ喀 疾 検 査 二於 テ ハ典 型 的 桿 菌 ノ

ミラ認 メ タル事 テ記 憶 ス。

余 ノ43名 ノ患 者(開 放 性)二 就 テSqualinノ 注

入 或 ハ吸 入前 後 ノ喀 疾 内抗 酸 性菌 ノ攣 異 性 ラ検

シ タル結 果 テ表 二掲 ゲ テ示 セバ下 ノ如 シ。

注 入法 ニ ヨ リSqualinテ 無 常病 竃 二 完 全 二達

3表

氏 名
年齢
性 病 型

Squalin注 入前後 二於 ケル咳漱喀疾 ノ状況及 ビ所見

Gaffky 咳漱
喀疾:
量 喀疾内喰菌像 ZieLNeelsen氏 染 色 所 見

35

♀

両側培猫型
皿期(重症)

G.X
唱

惜 什 十 典型的長桿菌一
Sq吸 入10日 後G・V】1 措 朴 督 棍 棒状伸展、菌饅不染 ノ穎 粒型 ヲ

混 ズ

29

♂

両側滲 出型
皿期(重 症)

G.X 朴 柵 十 典型的長桿菌及顧粒型.一
Sq注 入1同 後G.X 十 帯 十

樗 く膨大伸展 セルモ ノ、顧 粒/ミ

赤染 セル モ ノヲ混 ズ

一 25

♀

南側混合型
皿期(重症)

G.X 十十 朴 十 典型的桿菌.

Sq吸 入3日 後G.X 朴 骨 十 不 攣

41

♂

右側増殖型
皿期

G.VI 柵 柵 什 典型的菌及稚 く長大ナル菌1一 Sq吸 入 約200×G

(一)
十 十

0

抗酸性菌 ナ シ
抗酸性菌消失

一 19

♂

左側滲出型
皿期

G.V皿 什 什 一 典型的結核菌

注 入3× 後G.V 十 十 十 棍棒状伸展穎粒多シ

46

舎

南側混 合型
皿期(重 症)

G.V皿
「

卦 什 十 典型的菌一
注 入2× 後G.V皿 十十 十 朴 棍棒 状膨大 伸展型、顧粒 ノミ赤染

セ ノレモ ノ
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51

1♀

両側混合型G.V皿
皿期(重 症)絢0× 注入後G( 一)

㍗醐 鶴1

一1努

G.V皿

21

♂

19

♀

45

♀

16

♀

15

♀

29

♀

21

27

♀

35

28

♂

Sq注 入15× 後G.皿

両側混合型G.X
刑期(重 症)昏 杁1× 後G

.g

両側混合型
皿期

G.V∬

11三入6× 後G.V

両側増殖型
皿期(重症)

両側増殖型
皿期

両側増殖型
皿期

滲 出型 ∬期
(中等症)

両側混 合型
皿期(重 症)

両側 滲 出型
皿期(重 症)

左 増殖 型 五
期(中 等症)

両側滲 出型
刑期(重 症)

左側増殖型
皿期

28両 側増殖 型

6皿 期(重 症)

2到 両側混合型

G.V皿

注 入6× 後G.V

G.V皿

吸入2同GV∬

G.X

注 入4× 後G.V

G.皿

注入4× 後G(一)

G.X。

注 入3xG.X

G.X

注 入6× 後G.V

G.V

注 入5× 後G(一)

G.X

注 入5× 後.G.V皿

G.V

注入7× 後G(一)

G,V皿

注 入7× 後G.V

含

_2El舎

皿期(重症);杁 鋸 αv皿

両側混 合型
皿期(重 症)

G.V

骨

十

十十

十

帯

柵

什

十

柵

十

十

十

什

十

十十

柵

柵

柵

十十

十ト

柵

十

柵

什

柵

19

♀

21

♀

粁

十十

注 入8× 後G.皿 十

右増殖 型 皿
期(中 等症)

G.(一) !+
注 入2×G(一)

G.皿右側 増殖型

H期(帷 症)杁2× 後G( _)

20右 側混合型1

舎1∬ 辮 等症)i杁2× 後G(一)

_2耽 乾酸性炎型1}♂

G.皿

G.V皿

什

朴

十十

十

十十

十

柵

督

十十

十

冊

±

朴

1十

十

曾

珊

珊

柵

十

十

万
骨

十十

什

十十

珊

珊

十

十

陣 瞳 症)廉 入5× 後G.v

十十

十十

十十帯

・H・}++

十

柵

十

十十 ・

十

十

十

十十

十

十十

十

十

十

卦

抗酸性菌 ナシ

十

十

十

十

抗酸性菌 ナ シ

十

十

十

十十

(数回後)

十

十

十

十十

十

十十

(一)

(一)

十

抗酸性菌消失

十

抗酸性菌消失

十

十

典型的

長 サ ニ於 テ3倍 大 伸展 セル モ ノ分
枝 状 ノモ ノ

典型的

微 細破片状、赤色 球菌状、菌髄不

染 ノ穎 粒状等 ノ菌 ヲ混 ズ

典型的

左昆棒月大饗異 ヲ混 ズ

典型的及穎粒型

棍棒状及菌禮不染 ノ穎粒型ヲ混ズ

典型的及穎紅型

棍棒状及微細破片獣球菌状ヲ混ズ

典型的

棍棒状攣異球菌状及穎粒物ヲ混ズ

典・型 的長桿 菌

棍棒状及菌髄不染ナル穎粒型破片
型ヲ混ズ

典型 的菌及稽 ζ少 ナル菌

1× 注入後根棒 状及穎粒状 ニナル
モ ノ多 シ

典型的及穎粒型

不 攣

典型的及穎粒型

棍棒状 、菌髄不 染 ノ穎粒型 、破片
状球菌状 ノモ ノ ヲ混 ズ

典型的

注入1× 後 菌開不染 ノ願 粒型、微

細破片状 ノモ ノ ヲ混 ズ

典型的菌及小ナル桿菌

棍棒状 、微 細破片状、菌 膣不染穎
粒状 等 ヲ混 ズ

典型的及穎粒型

棍棒状 、球 菌状、微細 破片状等 ノ
菌型 ヲ混 ズ

願粒型多シ

棍棒 状 ノ・膨大不染性 顧粒状破片状
等 ヲ混 ズ

典型的菌及願粒型

棍棒 状伸展、微細球菌 状 ヲ混 フご

典型的長桿菌(顯 粒型 ア リ)

棍棒 状、破片状、極願 粒 ヲ除 ク菌
盤部 分 ノ、透 明ナル モ ノ等 ヲ混 ズ

典型的桿歯

根棒状菌艦不染顯粒状等ヲ混ズ

典型的桿菌

棍棒状菌、微細 破片状 ヲ混 フご

典型的長桿菌

(一)抗 酸性 菌 ナ シ

願粒型多数

棍棒状菌,不 染性願粒邦犬苗 等 ヲ混 ズ
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一 23

舎

両側混 合型
皿期(重 症)

G.X
1 柵

什 十

一 、 一一

典型的長桿菌

注 入2xG.V皿 十十 十 十十

一 一`　 　

棍棒 状菌及球菌状分裂菌 ヲ混 フご

一 15

♀

左混 合型 皿
期(重症)

～「VI一 柵 十十 十

}}一 一 一

典型的抗酸性菌及穎粒状菌

注入3× 後G(一) 十 十 什

一

概棒状菌及微細破片状菌ヲ混ズ

一 25

♀

南側混 合型
皿期(重症)

G.X
一,一7層

柵 柵 十十 典型 的桿菌(穎 粒 多 シ)
一 ・

注 入15× 後G.V 十 十 柵
_一 一一

棍棒状菌及大 小不同型、微 細破片
状 ヲ混 ズ

一 22

♂

左 側混 合型
皿期(重 症)

G.V

上
十

骨 什 典型的ナルモ稚 く多型性 ナル モノ

多 シ

注 入3x後G.皿 土

一世

土
柵

柵 菌膿不染 ノ穎 粒状、棍棒 状等 ヲ混 ズ

一 両側滲 出型
皿期(重 症)

一 一,曽 『 『}

両側滲 出型
皿期(重 症 ノ

一 一一 一 一 一

G.X 柵 十 典型的桿菌

注 入5×G.町 十十 十

一

棍棒状、微細穎粒形 ノ集團等 ヲ示 ス

一 26

i
23

♂

}{

G.V皿 惜 十

『 亨皿

稽 ζ多型性、大小小種 々ノ菌型

注 入5+後G.V 十 十 十 棍棒 状、微 細穎粒状 ノモ ノヲ混 ズ
一

一 両側滲 出型
皿期(重 症)

一

G.VH 帯 土
丹

十 典型的

注 入20× 後G.皿 十
朴

(籔国後)
棍棒 状、微 細穎粒状、破片状集團
菌膣 不染性顧 粒型 ヲ混 ズ

一 28

♂

雨側培殖型
皿期(重 症)

G、X 坐
骨

上

土
上

土
什

朴

一曹一一

典型的(穎 粒型多 シ)

11三入15×G.V 帯

一 一一r一_曹 一 一

棍棒 状、球 状集團、菌髄 不染性/
穎 粒型、破片状 ノモ ノヲ混 ズ

一 26

♂

両側増殖型
皿期

G.VI 帯 什
一

典型的長桿菌
一 一一

注 入10× 後G.皿

一

土
五
一

十十・
棍棒状、菌燈不染性穎粒型 等 々ヲ
混 ズ

一 24

♂

右側混合型
G.皿 十 典型的及微細穎粒状.

注 入2×G(一) ⊥
柵

一 「

土
卦

±
1回 注入後

棍棒状 、菌髄不 染性顯 粒型球状、破
片状

一 46

♂

両側混 合型
皿期(重 症)

一

G.vm 惜 十 典型的菌

Sq注 入2×G.V皿 骨 十 棍棒状及高度轡曲型ヲ混ズ

一 23

♀

両側混 合型
皿期(重 症)

G.X 柵
'十

典型的

注 入1×G.X 十H・ 督 十 不 攣

一 52

♂

雨側混合型1皿期(重 症)

●一 一一 一

G.X 柵 坐

十

十 典型 的(穎 粒型多 シ)

注 入10×G.V 土
什

什 棍棒 状(約135伸 展)、 微細穎粒集
團、破 片状 ヲ混 ズ

一 25

♂

左側混合型
皿期(中 等症)

G.X ±L
什

十十 典型的菌

注 入1×G.X 十 十十 微細穎粗葉團ヲ見ル

セ シムル事 ハ期 待 サ レ得 ズ、 故 二喀 疾 内 ノ菌 型

態 二攣 化 テ 見 ザ ル例 ニ ア リテ モ 直 二之 テSqu-

alin一 ヨ リ漿 果 セザ ル例 外 ト考 フル ・・早 計 ナ

リ^

経 過 甚 シク慢 性 ニ シテ良 性 ナ ル結 核 患 者 ノ喀 疾

内抗 酸 性 結 核 菌 ハ ソ ノ形 態 上 自然 ノ状 態 ニ テ既

二多形 性 ヲ呈 ス ル モ ノナ ル事 ハ周 知 ノ事 實 ニ シ

テSquahn法 人 ニ ヨル 時 ハ 典 型 的結 核 菌 ノ・其

ノ形 態 的攣 化 ノ初期 二於 テ ハ宛 モ斯 ル慢 性 型 ノ

結 核 患 者 喀 疾 二於 テ認 メ ラル ノモ ノニ酷 似 スル

慶 化 テ示 ス。 帥 シテ 上記 ノ如 ク是 等 ハ 既 二第1

同 ノ注 入 ニ ョ リ求 メ ラ レ特 二 注 入後24時 間 ヨ

リ48時 間 ノ喀 疾 二於 テ多数 二見 ラル。

喀 疾 内抗 酸 性 菌 ノ攣 異 ノ記 載 ト シ テ ノ・上 掲 ノ

如 ク、 先 ヅ1.棍 棒 状 二 伸 展 セル モ ノ 最 モ多

シ。2.菌 艦 ハ 穎 粒 ノ現 出 多数 トナ ル モ ノ、

3.抗 酸 性 ノ微 細破 片 トナ リテ集 合 ス。4.分

枝 形 成 。5.抗 酸 性減 弱 シ穎 粒 禮 ノt赤 色 ノ

fuehsi拍ophil二 染 リ他 ノ菌 膿 部 ハ不 染 ナ ル カ或

ノ'Cyansphil二 染 ル。6.赤 色 ノ球 菌 状 トナ

ル等 々 ノ順 序 二多 ク見 ラル ・ガ如 シ、 終 ニハ抗

酸 性菌 ノ減 少或 ノ・消失 テ見 タ リ.爾 注 入後 ノ喀
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疾 二於 テハ 抗酸性菌 テ貧喰 セル細胞多撒出現

シ、貧喰菌数 モ亦 多数ナ リ。即貧喰作用旺盛 ト
　

ナ ル ラ見 ル、 喀 疫 内結 核 菌 ノ塗 異 テ多数 二見 ル

モ ノ ハ経 過 モ亦 好轄 スル テ見 タ リ.注 入後 ノ喀

疾 テPetroff'拉 二L6wensteinノ 培 地 二培 養

シ、 注 入前 ノ培 養 ノ歌 況 ト比 較 スル ニ初 同及2

同 注 入後 ノ喀 疾 ノ培 養 二於 テ租 く早期 二登 生 ス

ル モ ノ ア リ。 然 ル ニ数 同 注 入後 ノモ ノニ ア リテ

抗 酸 性菌 テ多激 二喀 疾 内 二認 ム ル ニ拘 ラズ其 ノ

培 養 二於 テ陰 性 或 ハ60日 以 上 テ 経 過 シテ 始 メ

総

或 ル物 質 ハ膿 液 質 ノ ミ、 他 ノモ ノハ或 臓 器乃 至

ノ・或 ル種 ノ艦 細胞 一 ノ ミ結 合 シ得 ル モ ノ ア リ。

古 ク ヨ リ多年 此 ノ種 ノ關 係 ラ研 究 シタル ハEh-

rlichナ リ.氏 ハ各 種 色 素 二 就 キ最 モ良 ク結 合

スル細 胞 乃 至膿 液 質 拉 二組 織 ヨ リ シテPolytr-

ope,neurotrope,1ipotropeで 撃 ノ1嘉兄llテナ シタ

リ。 色素 二封 スル 上 記 ノ如 キ意 味 ノ差 別 アル ガ

如 ク諸 種 ノ化 學 藥 品 モ亦 或 ル種 ノ需 細 胞 二封 シ

テ特 異 ナル親 和 力 テ有 λ可 キ理 ナ リ.特 二藥 品

二於 テハ其 ノ作 川 ノ目標 タル可 キ モ ノハ 主 トシ

テ身 禮 個 有 細胞 以外 ノ細 胞 、 即 異 種 細 胞 例 ヘ バ

細 菌 、 原 贔 、 省二生 贔 或 ・・ソ ノ他 ノ寄 生的 病 原 龍

ナル ハ勿 論 ナ リ。

Squalinノ ・余 等 ノ前 藪 回 二亙 ル研 究 螢 表 二於 テ

示 読 セ シガ如 ク ソ ノ化 學 的構 成 二於 テ其 ノ生化

學 的 方 面 二於 テ膿 組 織 細 胞 二封 シテ ノ親 和 力及

刺 戟 性 砂 シ、 然 ル ニ艦 ノ脂 肪 組 織 二封 シテ ハ比

較 的大 ナ ル親 和 力 テ叢 揚 スル モ ノナ リ。 而 シテ

有 能 ナ ルSqualinハ 結 核 患 者 及 結 核 罹 患 動 物

ノ結 核 病 竈 二於 テ其 ノ部 二寄 牛 シ幡 居 セル結 核

菌 罷 ノ外 膜 二封 シ蛇 二病 竈 二現 出 サ レタル脂 肪

籏 物 質 二封 シ、 張 烈 ナ ル親 和 力 ラ獲 揮 シ結 核 菌

乃 至 此 ノ種 ノ脂 肪 物 質 二封 シテ之 テ絶 滅 シ、 或

ノ・結 合 シテ無 毒 、無 害 ノ物 質 ト シ、 健 全 ナル其

ノ他 ノ臓 器 組 織 二封 シテ ハ害 少 ク常 二有 利 ナル

關 係 二導 クモ ノナ リ。

襲 二余 ハ實 験 動 物 家 兎 二就 テ詳 細 ナ ル研 究 テ ト

テ極 メ テ微 細 ナ ル 「コ ロニ ー」ト シテ登 生 ス ル モ

ノ ア リ、 而 シテー 般 ニ ハ注 入後 ノ喀 疾 内菌 ノ培

養 ハ注 入前 ノモ ノー比 シ奨 生 遅 ル ・事 ラ確 認 セ

リ。 而 シテ喀 疾 内菌 ノ所 見及 培 養所 見 トソ ノ患

者 ノ経 過 ハ全 クー 致 セ リ.然 ル ニ結 核 病 ノ治 療

タ ル ヤー 朝 一タ ノ知 見 テ以 テ ソ ノ総 テ ラ推 スル

ノ無 暴 ナ ル ハ論 テ挨 タズ、5年 一10年 ノ経 過 テ

以 テ シテ初 メ テ眞 ノ結 核 性 的疾 病 ノ治 療 償 値 ノ

批 判 ハ 下 サ ル 可 キ モ ノナ リ、 今 後 更 二本 試 験 ノ

完 結 二 向 ヒ專 心 ノ努 力 テ排 フ可 キ テ約 ス。

括

ゲ氣 管 道 ヨ リSqualinテ 注 入 ス ル 事 ニ ヨ リ家

兎實 験 的 肺 結 核 ノ完 全 ナル 阻 止作 用 テ現 ス事 テ

立 謹 セ リ。 仁同 ハ人 艦 實験 二於 テ 同様 ナ ル数 果

テ得 ラル 可 キ カ否 カ テ験 シタル モ ノナ リ。即32

例 ノ圭 ト シテ 第m期 ノ比 校 的 重 症 患 者 二就 テ

Squalinノ 注 入 テ施 行 ス。其 ノ結 果25名 ノ第 皿

期 患 者 中病 竈 ノ活 動 停 止 シ李癒 セル モ ノ5名 、

輕 快 者12名 ノ好 成 績 ラ見 、 第 皿期 患 者6名 、初

期1名 ハ絡 テ完 全 ナ ルZF癒 テ見 タ リ。 是 等 ノ・卒

癒 及 輕 快 ヨ リ約 牛 年 長 キハ撒 年 テ経 過 セル モ ノ

ニ シテ3ケ 年 二亙 リ爾 注 入 ラ綴 績 シツ ・アル モ

ノア リ。

氣 管 道 ヨ リSqualinラ 注 入 シ 都 合 良 ク 病 竈 タ

ル室 洞 或 ハ其 ノ他 ノ病 攣 部 二到 達 シタ ラ ン_ハ

其 ノ部 ノ 結 杉1菌ノ・Squalinノ 生 化 學 的 作 用 テ

蒙 リ種 々 ノ形 態 的攣 異 ノ惹 起 サ ル ・テ見 ル 、斯

ノ如 キ愛 異 ハ常 二Squalinト 結 核 菌 ト'ノ間 二於

テinvivo乃 至invitroニ テモ認 メラル ・所 ニ

シテSqualinノ 注 入 後1時 間 牛 ヨ リ 始 リ約1

週 間 ノ間 二於 テ常 ニ ソ ノ患 者 ノ喀 疾 テ精 糸田二観

察 ス ル時 ノ・容 易 二認 メ得 ラル可 シ、 抗 酸 性 菌 ノ

ミ ノ形 態 的 観 察 二於 テ飢 二驚 異 二値 ス可 キ前代

未 聞 ノ種 々 ナ ル攣 異 性 ラ示 ス テ見 ル.抗 酸 性 菌

ノ形 態 的攣 異 トシ テ 菌 膿 ノ 幅2-3倍 大 二膨 大

シ、 長 サ約5-13倍 二伸 展 ス、 宛 モ大 ナ ル網 犬

菌 ノ如 ク、 又 分枝 状 テ示 ス ニ至 ル モ ノ等 多 ク是

等 ハ抗 酸 陞 モ亦 減 弱 ス(棍 棒 状 攣 異)、 菌 罷 ハ穎
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粒 状 ニ ナ リ或 ハ微 細 ナ ル抗 酸 性 ノ破 片 歌 トナ リ

相 集 團 ノ状 テ ナ シタル モ ノ(穎粒 駄 憂 異1、 雨 極

端 二2個 或 ハ中 心部 二1個 ノ抗 酸 性 ノ圓 形 穎 粒

テ有 シ菌 膿 二相 當 ス ル部 ・・微 力 二fuchsinophil

或 ハ不 染 ノモ ノ ニ テ此 ノ男犬ハ宛 モ光 芒 ノ如 キ雨

端 ノ有 離 縁 テ有 スル騎 影 テ認 メ シメ或 ノレ種 ノ組

織 細 胞 二於 ケ ル核 ト原 形 質 ト ノ關 係 テ思 ハ シム

ル モ ノ(細 胞 状 憂 異)、 染 色 性 拉 二菌 ノ大 サ ノ・正

常 ナ ル モ菌 禮 ノ甚 シク曲折 セ ル モ ノ(曲 折 攣 異)

等 二徳 括 セ ラル。 是 等 ハ唯 抗 酸 性 テ筒保 持 スル

際 二 見 ラル ・結 核 菌 ノ攣 異形 態 ニ シテ抗 酸 性 ノ

殻 テ脆 却 シ雨 性 、染色 二全 ク不,染 トナ リ透 明 性 二

見 ラル ・モ ノ ・存 在 ハ上記 ノ如 キ抗 酸 性染 色 脱

失 ノ過 程 ヨ リ見 ル モ窺 知 スル テ得 プル可 シ。 更

二非抗 酸 性 トナ リ反 封 二 相 手 方 タル封 照染 色 ノ

色素 テ囁 ル ニ至 レル モ ノ ・形 態 的 ノ攣異 ハ喀 疾

所 見 二於 テハ 之 テ立 讃 スル事 不 能 ト錐 モSqu-

alin注 人後 ノ喀 疾 内 二屡 ミ球 菌 式 ハ桿 菌 ノ種 々

ナ ル形 態 テ有 スル菌 株 ノ檜 加 ス ル テ見反 封 二抗

酸 性菌 ハ其 ノ藪 二於 テ盆 々減 少 スル ラ見 ル事 モ

ー ノ非 抗 酸菌 ヘ ノ攣 異 二封 ス ル謹 左 タ リ得 可 シ

ト信 ス。Squalinノ 注 入後 解 熱 スル事 二關 シテ

ハ結 核 菌 自龍 ノ崩壊 ニ ヨル毒 性 物 質 或 ハ病 竈 部

ノ盟 組 織 細 胞 ノ壊 死 脂肪 攣 性 ニ ヨ リ或 ノ・現 出 セ

ル脂 肪 物 質 等 々 ノ毒 性物 質 ガ上 記 ノ如 キSqu-

alin特 有 ノ生 化 學 的 性 能 ニ ヨ リ密 二化 學 的 二結

合 セ ラ レ無 毒 ノ中 性脂 肪 様 物 質 二愛 化 シ各 種 ノ

排 泄 機 轄 ニ ヨ リ清 掃 セ ラル ・爲 ト解 セ ラ レ、 謂

ノ・バSqualinガ 結 核 菌 ニ ヨ リ 登 生 セ ル 毒 物 テ

結 合 中和 シ無 毒 物 トナ ス ー ヨル ト思 考 セ ラル、

此 ノ鮎 ハSqualinノ 還 元 作 用 ト共 二 結 核 性 的

疾 病 二封 スルニ ツ ノ重 大 ナ ル 役 割 ト見倣 サ ル。

結 論

1.肺 結 核 患 者 二封 シSqualinラ 氣 管 道 ヨ リ

注 入 シ治 療 的 数 慣 ノ顯 著 ナ ル モ ノ ア ル テ確 認 ス

ル テ得 タ リ。

皿.結 核 患 者32例 中、25例 ノ 第m期 ニ シテ重

症 ナル肺 結 核 患 者 ハSqualin注 入 ニ ヨ リ5例

ノ卒 癒 セル モ ノ ト12例 ノ輕 快 セ ル モ ノテ出 シ、

驚 異 的 成 績 テ揚 グ得 タ リ。

皿・ 中等 症6名 輕 症1名 ハ獄 同 ノ注 入 ニ ヨ リ完

全 二4癒 セ シム ・レ事 テ知 ル。

IV.開 放 性 結 核 患 者 一Squalinテ 注 入 ス ル時 、

喀 疾 内抗 酸 性結 核 菌 ハ種 々 ナ ル攣 異形 態 テ示 ス

ニ 不,7、

V.抗 酸性結核菌ハ撒同注入後二於 テハ其 ノ数

益々減少 シ、終 二1肯失 スルニ至ルモノアリ。

IV.喀 疾 内抗酸性菌 ノ攣異及減少 ト患者 ノ豫後

バー致 ス.

Vi.Squalin注 入後 ノ喀疾二於 テハ結核菌 ノ貧

喰作用曾加 シ喰細胞 ノ檜加 スルテ見ル。

稿 テ終ルニ臨 ミ終始御懇篤ナル御指導 ト御校閲

ラ賜 リタル東京馨學 專門學校病理學教室、佐々

教授拉 二藤本助教授 二封 シ深甚 ナル謝意 テ表

シ、更二貴重ナル研究藥剤 ノ御分譲 ト種々有盆

ナル御教示 テ辱 ウセシ鴻 上博士及鴻上光明學士

二封 シ満膣 ノ謝意 ラ表 へ。
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